
第１２３回神河町議会定例会に提出された議案

○町長提出議案

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件

第 ２ 号 議 案 神河町教育委員会委員の任命の件

第 ３ 号 議 案 神河町教育委員会教育長の任命の件

第 ４ 号 議 案 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条

例制定の件

第 ５ 号 議 案 神河町手話言語条例制定の件

第 ６ 号 議 案 神河町図書コミュニティ公園の設置及び管理に関する条例制定の件

第 ７ 号 議 案 神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例制定の件

第 ８ 号 議 案 神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条

例制定の件

第 ９ 号 議 案 神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

第１０号議案 神河町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例制定の件

第１１号議案 神河町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例制定の件

第１２号議案 神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例制定の件

第１３号議案 神河町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

第１４号議案 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例制定の件

第１５号議案 神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

第１６号議案 神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件

第１７号議案 神河町神崎農村公園条例の一部を改正する条例制定の件

第１８号議案 神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件

第１９号議案 神河町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件

第２０号議案 神河町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を

改正する条例制定の件

第２１号議案 神河町公民館設置条例の一部を改正する条例制定の件

第２２号議案 神河町体育施設設置条例の一部を改正する条例制定の件

第２３号議案 神河町水道給水条例等の一部を改正する条例制定の件
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第２４号議案 中播北部行政事務組合規約の一部変更について

第２５号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第７号）

第２６号議案 令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

第２７号議案 令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第５号）

第２８号議案 令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

第２９号議案 令和６年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第２号）

第３０号議案 令和６年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

第３１号議案 令和６年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

第３２号議案 令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第５号）

第３３号議案 令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第５号）

第３４号議案 令和７年度神河町一般会計予算

第３５号議案 令和７年度神河町ケアステーション事業特別会計予算

第３６号議案 令和７年度神河町国民健康保険事業特別会計予算

第３７号議案 令和７年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算

第３８号議案 令和７年度神河町介護保険事業特別会計予算

第３９号議案 令和７年度神河町土地開発事業特別会計予算

第４０号議案 令和７年度神河町訪問看護事業特別会計予算

第４１号議案 令和７年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算

第４２号議案 令和７年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算

第４３号議案 令和７年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算

第４４号議案 令和７年度神河町水道事業会計予算

第４５号議案 令和７年度神河町下水道事業会計予算

第４６号議案 令和７年度公立神崎総合病院事業会計予算

第４７号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第８号）

承 認 第 １ 号 第３期神河町人口ビジョン並びに地域創生総合戦略の策定の件

承 認 第 ２ 号 第４期かみかわ教育創造プラン（神河町教育基本計画）の策定の件

○議会提出議案

発 委 第 １ 号 神河町議会会議規則の一部を改正する規則制定の件

発 委 第 ２ 号 神河町議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件

発 委 第 ３ 号 神河町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例制定

の件
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神河町告示第１６号

第１２３回神河町議会定例会を次のとおり招集する。

令和７年２月１７日

神河町長 山 名 宗 悟

１ 期 日 令和７年２月２６日

２ 場 所 神河町役場 議場

○開会日に応招した議員

小 島 義 次 松 岡 宣 彦

木 村 秀 幸 藤 森 正 晴

小 寺 俊 輔 藤 原 資 広

 納 良 幸 栗 原  哉

安 部 重 助 澤 田 俊 一

○３月２４日に応招した議員

吉 岡 嘉 宏

○応招しなかった議員

な し
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令和７年 第１２３回（定例）神 河 町 議 会 会 議 録（第１日）

令和７年２月２６日（水曜日）

議事日程（第１号）

令和７年２月２６日 午前９時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件

日程第５ 第２号議案 神河町教育委員会委員の任命の件

日程第６ 第３号議案 神河町教育委員会教育長の任命の件

日程第７ 第４号議案 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す

る条例制定の件

日程第８ 第５号議案 神河町手話言語条例制定の件

日程第９ 第６号議案 神河町図書コミュニティ公園の設置及び管理に関する条例制定の

件

日程第１０ 第７号議案 神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１１ 第８号議案 神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例制定の件

第９号議案 神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

第１０号議案 神河町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例制定の件

第１１号議案 神河町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第１２ 第１２号議案 神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第１３ 第１３号議案 神河町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定

の件

日程第１４ 第１４号議案 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定の件

第１５号議案 神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１５ 第１６号議案 神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件
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日程第１６ 第１７号議案 神河町神崎農村公園条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１７ 第１８号議案 神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１８ 第１９号議案 神河町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の

件

日程第１９ 第２０号議案 神河町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一

部を改正する条例制定の件

日程第２０ 第２１号議案 神河町公民館設置条例の一部を改正する条例制定の件

第２２号議案 神河町体育施設設置条例の一部を改正する条例制定の件

日程第２１ 第２３号議案 神河町水道給水条例等の一部を改正する条例制定の件

日程第２２ 第２４号議案 中播北部行政事務組合規約の一部変更について

日程第２３ 第２５号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第７号）

日程第２４ 第２６号議案 令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

日程第２５ 第２７号議案 令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

５号）

日程第２６ 第２８号議案 令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

日程第２７ 第２９号議案 令和６年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第２８ 第３０号議案 令和６年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

日程第２９ 第３１号議案 令和６年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

日程第３０ 第３２号議案 令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第５号）

日程第３１ 第３３号議案 令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第５号）

日程第３２ 第３４号議案 令和７年度神河町一般会計予算

第３５号議案 令和７年度神河町ケアステーション事業特別会計予算

第３６号議案 令和７年度神河町国民健康保険事業特別会計予算

第３７号議案 令和７年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算

第３８号議案 令和７年度神河町介護保険事業特別会計予算

第３９号議案 令和７年度神河町土地開発事業特別会計予算

第４０号議案 令和７年度神河町訪問看護事業特別会計予算

第４１号議案 令和７年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算

第４２号議案 令和７年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算

第４３号議案 令和７年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算

第４４号議案 令和７年度神河町水道事業会計予算

第４５号議案 令和７年度神河町下水道事業会計予算

第４６号議案 令和７年度公立神崎総合病院事業会計予算

日程第３３ 承認第１号 第３期神河町人口ビジョン並びに地域創生総合戦略の策定の件

日程第３４ 承認第２号 第４期かみかわ教育創造プラン（神河町教育基本計画）の策定の
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件

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件

日程第５ 第２号議案 神河町教育委員会委員の任命の件

日程第６ 第３号議案 神河町教育委員会教育長の任命の件

日程第７ 第４号議案 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す

る条例制定の件

日程第８ 第５号議案 神河町手話言語条例制定の件

日程第９ 第６号議案 神河町図書コミュニティ公園の設置及び管理に関する条例制定の

件

日程第１０ 第７号議案 神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１１ 第８号議案 神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例制定の件

第９号議案 神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

第１０号議案 神河町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例制定の件

第１１号議案 神河町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第１２ 第１２号議案 神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第１３ 第１３号議案 神河町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定

の件

日程第１４ 第１４号議案 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定の件

第１５号議案 神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１５ 第１６号議案 神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１６ 第１７号議案 神河町神崎農村公園条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１７ 第１８号議案 神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１８ 第１９号議案 神河町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の
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件

日程第１９ 第２０号議案 神河町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一

部を改正する条例制定の件

日程第２０ 第２１号議案 神河町公民館設置条例の一部を改正する条例制定の件

第２２号議案 神河町体育施設設置条例の一部を改正する条例制定の件

日程第２１ 第２３号議案 神河町水道給水条例等の一部を改正する条例制定の件

日程第２２ 第２４号議案 中播北部行政事務組合規約の一部変更について

日程第２３ 第２５号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第７号）

日程第２４ 第２６号議案 令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

日程第２５ 第２７号議案 令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

５号）

日程第２６ 第２８号議案 令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

日程第２７ 第２９号議案 令和６年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第２８ 第３０号議案 令和６年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

日程第２９ 第３１号議案 令和６年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

日程第３０ 第３２号議案 令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第５号）

日程第３１ 第３３号議案 令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第５号）

出席議員（１０名）

１番 小 島 義 次 ７番 松 岡 宣 彦

２番 木 村 秀 幸 ８番 藤 森 正 晴

３番 小 寺 俊 輔 ９番 藤 原 資 広

４番  納 良 幸 １１番 栗 原  哉

５番 安 部 重 助 １２番 澤 田 俊 一

欠席議員（１名）

６番 吉 岡 嘉 宏

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

局長  内 教 男 主査 鵜 野 雄二郎

説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 建設課長 藤 原 寿 一
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副町長 前 田 義 人 地籍課長 中 野 友 純

教育長 入 江 多喜夫 上下水道課長 谷 綛 和 人

総務課長 平 岡 万寿夫 健康福祉課長 藤 原 栄 太

総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長 健康福祉課参事兼保健師事業特命参事

黒 田 勝 樹 木 村 弘 美

税務課長 藤 原 一 宏 会計管理者兼会計課長

住民生活課長 長 井 千 晴 北 川 由 美

住民生活課参事兼防災特命参事 町参事兼事務長 高 階 正 三

井 出 博 病院総務課長兼施設課長

農林政策課長 前 川 穂 積 井 上 淳一朗

農林政策課参事兼山・川・田園再生特命参事 教育課長兼給食センター所長

岩 田 勲 児 島 浩 司

ひと・まち・みらい課長 教育課参事兼社会教育特命参事

石 橋 啓 明 宮 本 公 平

ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事

 橋 吉 治

議長挨拶

○議長（澤田 俊一君） 皆さん、おはようございます。

開会に先立ち、一言御挨拶を申し上げます。

厳しい寒さの中にも日差しは暖かくなり、少しずつ春の訪れを感じる季節になってま

いりました。そのような中ではありますが、兵庫県政の混乱がいまだに続いています。

その混乱に一部の県議会議員の発言や行動が拍車をかけていることは、大変残念であり

ます。また、近隣の複数の市議会においても、議員のＳＮＳ、交流サイトへの投稿内容

について政治倫理審査会が開かれる事例や、別件で議員の個人情報保護の欠如による議

員辞職勧告決議の可決という事例などが見られます。私たち議会議員は、非常勤の特別

職公務員であります。議員として町民の皆様方との対話や情報発信は重要な課題であり

ます。一方で、公職にある私たちの発言や行動は、常に責任を伴うものです。いま一度

原点に返っていただき、自らの発言や行動を律し、議員としての品位の保持に努めてい

ただきますように改めてお願いいたします。

さて、本日ここに第１２３回神河町議会定例会が招集されましたところ、議員各位並

びに町執行部におかれましては、定刻までに御参集を賜り開会できますことは、町政の

ため誠に御同慶の至りに存じます。

今期定例会に付議されます案件は、後ほど議会運営委員長からの報告を受けますが、

諮問、人事、条例の制定と一部改正、規約の一部変更、令和６年度各会計補正予算、令

和７年度各会計当初予算、計画の承認など計４８件であり、いずれも町政にとって重要

－９－



な案件であります。中でも、令和７年度各会計当初予算は、住民の皆様の生活に直接関

わるものであります。議員各位におかれましては、住民福祉の向上を念頭に、町民の皆

様の負託に応えるために慎重審議に努めていただき、適正妥当な結論が得られますよう

お願い申し上げまして、開会の挨拶とします。

町長挨拶

○町長（山名 宗悟君） おはようございます。

第１２３回神河町議会定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶申し上げます。

改めまして、議員の皆様には御健勝のこととお喜び申し上げます。

さて、昨年１月に発生した能登半島地震は、復興を目指す中で昨年９月に発生した奥

能登豪雨により新たな被害が発生、また、この冬日本列島を襲った大寒波による大雪に

より復旧に影響が出るなど、厳しい状況が続いています。しかし、これからが国、地域

を挙げて本格的な復旧、復興に向けて全力で取り組んでいかなければなりません。

地震発生以降、被災地支援として、兵庫県は関西広域連合と連携し、カウンターパー

ト方式で石川県珠洲市へ支援を行ってまいりました。神河町からも避難所支援と家屋被

害認定支援に１班２名体制、１週間の日程で、この間職員派遣してきたところです。こ

のたび２年の長期派遣として、石川県穴水町へ神河町より１名の職員派遣を決定いたし

ました。派遣に当たり、派遣職員はもとより、御理解いただきました御家族の皆様方に

心より感謝申し上げます。あわせて、石川県能登半島地震被災地域の一日も早い復旧、

復興を心から願うものです。

さて、ロシアがウクライナへの軍事侵攻を始めて、２月２４日で３年となりました。

アメリカ合衆国のトランプ新大統領とロシア・プーチン大統領との間で和平交渉が行わ

れる中、国連安全保障理事会でアメリカ合衆国が戦闘終結を求める決議案を提出して採

択される一方で、ヨーロッパ諸国との関係が悪化の状況となり、不透明な状況が高まり

つつあります。また、イスラム組織ハマスとイスラエルとの軍事衝突と併せて、一日も

早い平穏な日常が戻ることを心から願うばかりです。

国内では過去最大の一般会計の総額１１５兆０００億円の新年度予算を閣議決定し、

今、通常国会で与野党間での審議が進められています。本日の新聞の１面にも詳細が記

載されておりました。石破内閣の目玉事業、地方創生⒉０を神河町としてもその内容を

しっかりと熟知して、これからの神河町創生につなげていかなければなりません。

兵庫県においては、文書問題からの齋藤知事の失職により兵庫県知事選挙が執行され、

再選された齋藤知事ではありますが、兵庫県政は今も兵庫県議会との関係を含めて混乱

が続いています。コミュニケーションの再構築によりしっかりと兵庫県政を推進すると

の齋藤知事の就任後の言葉でありましたが、ぜひそのことを実行されて、一日も早い兵

庫県政の正常化を切に望むものであります。

さて、本日は第１２３回神河町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様に
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は繰り合わせての御出席を賜り、議会が開催できますことを厚くお礼申し上げます。今

定例会には、諮問１件、教育委員会人事案件２件、条例制定、改正２０件、規約の変更

１件、令和６年度各会計の補正予算９件、そして令和７年度各会計予算１３件及び承認

２件の計４８件を提出させていただきました。議員各位にはよろしく御審議を賜り、御

承認賜りますようお願いを申し上げまして、開会に当たりましての挨拶とさせていただ

きます。

午前９時０７分開会

○議長（澤田 俊一君） ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達してい

ますので、第１２３回神河町議会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

なお、吉岡嘉宏議員より、病気加療中のため欠席届が提出されておりますので、御報

告申し上げます。

それでは、日程に入ります。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（澤田 俊一君） 日程第１、会議録署名議員の指名であります。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長から指名いたします。

７番、松岡宣彦議員、８番、藤森正晴議員、以上２名を指名します。

・ ・

○議長（澤田 俊一君） 次の日程に入る前に、先般開かれました議会運営委員会の決定

事項について報告を受けます。

安部重助議会運営委員長。

○議会運営委員会委員長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。議会運営委員

長の安部です。議会運営委員会の報告をいたします。

去る２月１９日、議会運営委員会を開催し、今期定例会の議事運営について協議し、

決定した事項を御報告申し上げます。

まず、会期の日程ですが、本日から３月２４日までの２７日間と決しております。

町長から提出されます議案は、諮問１件、人事案件２件、条例制定３件、条例の一部

改正１７件、中播北部行政事務組合規約の一部変更１件、補正予算９件、令和７年度当

初予算１３件、計画の承認２件の計４８件であります。なお、議会からの提出議案は、

条例等の一部改正３件を最終日に提出する予定にしております。

閉会中に受理した請願はございませんが、陳情１件を受理しております。内容につい

ては、産業建設常任委員会で審議を行い、継続調査としております。また、議会運営基

準第１４２条の規定により、その写しを配付しておりますので御確認ください。
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議事日程につきましては、お手元に配付しております日程表のとおりでございます。

第１日目、第２日目は、町長提出の全ての議案について提案説明を受けた後、諮問第

１号、第２号議案及び第３号議案は、質疑を受け、討論、表決をお願いいたします。承

認第１号及び承認第２号について、最終日に質疑、討論、表決をお願いすることとして

おります。

第３日目と第４日目は、質疑を行います。第４号議案から第２４号議案、第２６号議

案及び第２７号議案、第２９号議案から第３３号議案については、それぞれ質疑の後、

討論、表決をお願いすることとしております。第２５号議案、一般会計補正予算は、質

疑の後、総務文教常任委員会に審査を付託することにしております。なお、一般会計補

正予算と関連がある第２８号議案、介護保険事業特別会計補正予算については、最終日

に討論、表決をお願いすることとしております。また、第３４号議案から第４６号議案

までの令和７年度各会計当初予算については、質疑の後、議会運営基準第１２０条の規

定により、議長を除く全議員により予算特別委員会を設置して審議を付託することとし

ております。

一般質問につきましては、通告締切りを２月２８日の午前９時とし、定例会第５日目

の１３日と第６日目の１４日に行うこととしております。

２４日の最終日には、総務文教常任委員会に付託しました第２５号議案、予算特別委

員会に付託しました第３４号議案から第４６号議案について、委員長の審査報告を受け、

討論、表決をお願いすることとしております。

以上のとおり、今期定例会の会期日程及び議事日程について決定し、議長にお願いし

ております。議員各位には格段の御協力をお願いいたします。

以上で議会運営委員会の報告を終わります。

○議長（澤田 俊一君） 議会運営委員長の報告は終わりました。

それでは、日程に戻ります。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（澤田 俊一君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。

お諮りします。今期定例会の会期は、本日から３月２４日までの２７日間にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から３月２４日までの２７日間と決定しました。

・ ・

日程第３ 諸報告

○議長（澤田 俊一君） 日程第３、諸報告でございます。

監査委員より例月出納検査の監査報告を提示していただいております。お手元にその
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写しを配付しておりますので、御一読願います。

閉会中の主な事柄については、別紙一覧表として配付しております。

なお、各委員会の閉会中の活動状況については、各委員長より報告をしていただきま

す。

まず、総務文教常任委員会、藤原資広委員長、お願いします。

○総務文教常任委員会委員長（藤原 資広君） おはようございます。総務文教常任委員

会委員長の藤原でございます。閉会中の２月１３日、総務文教常任委員会を開催し、所

管事務について調査を行いましたので、質疑のあった中から主立った項目について報告

をいたします。

まず、教育委員会関係でございます。

学校教育関係の小学校の適正規模・適正配置についてでございます。長谷小学校は、

今年度６年生が卒業すれば来年度は何人になるのか、また、そのうち移住されてこられ

た方の人数は何名かの問いに対しまして、来年度は全校生徒７名を予定している。その

多くが移住された方と認識しているという答弁でございました。

次に、長谷小学校区に住んでいても他の小学校を選択できる特定地域選択制導入の説

明もあったが、何人以下になれば休校または廃校といった町の考えはないのかの問いに

対しまして、これまで小学校は人数が減ってきたので、町としては特定地域選択制の導

入について検討を進め、できるだけ今年度中に存続や統合のラインを示し、理解を得な

がら一つの方向性を決めていきたい。現在、普通学級が２学級、特別支援学級が２学級

の４学級になっているが、最終的に人数でいくのか学級数でいくのかを考えながら進め

ていきたい。できるだけ適正に、学校関係者、保護者の意見や気持ちを大切にしながら

進めたいという答弁でございました。

次に、スクールバス導入についてでございます。運行形態によってそれぞれメリット、

デメリットがある。町が直営すれば、フットワークも軽く迎えに行けることができたり、

運転手が雇えるので税収が増えたりすると思う。子供だけの利用では財政的に運営が厳

しいが、病院に通院される一般の方もそのバスが利用できるなら町にとってメリットが

あると思うので、他の課も含めて考えてもらいたいの問いに対しまして、町が直営で行

う場合のデメリットとしては、車両購入の初期投資がかかるほか、ランニングコストが

年間３億円かかる。さらに、運転手の確保やバスの定置場所の確保が困難であるといっ

た点が上げられる。そのため、今のところスクールバスの導入は厳しいとの結論に至っ

ている。ほかの課であったり町全体の運営といったところは、今のところ検討していな

いという答弁でございました。

次に、第３期子ども・子育て支援事業計画についてでございます。地域子ども・子育

て支援事業の具体的な施策の中で、国が新たな制度として出してきたこども誰でも通園

制度は、利用者にとってよい制度だと思うが、今考えている受入先の現実的な定員の問

題もあると思う。受入れは可能なのかの問いに対しまして、実際の受入先として、町内
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の保育所と保育園、幼稚園を考えている。あらかじめ保育所と保育園には話をして、お

おむね同意を得ている。年齢によっては受入れが無理な日も出てくる可能性はあるが、

状況に応じてなるべく受けていただけるよう調整を進めていきたいという答弁でござい

ました。

なお、第３期神河町子ども・子育て支援事業計画及び第３期神河町次世代育成支援対

策推進行動計画につきましては、当委員会の承認事項になっております。採決の結果、

総務文教常任委員会として承認いたしました。

次に、社会教育関係でございます。

町民温泉プールについての質問でございます。町民温水プールモニタリング調査の血

液検査の結果を見ると、善玉コレステロールは増えて、中性脂肪が減ったとある。町民

にプールに来てもらえるようにするために、この効果を反映したポスターを作ってはど

うか。プールで運動すればこのような効果が生まれるといったことや、年会費などを書

いたポスターを公共施設や各公民館などに貼ってはどうかと思う。町民温水プール存続

のための血液モニター制度なので、得られたデータをフルに活用して啓発してほしいと

の問いに対しまして、３月号の広報に報告書の概要を載せる予定である。ポスターは、

どういった形で載せるかを考えていきたいという答弁でございました。

次に、図書コミュニティ公園についての質問です。工事が完了した後、４月１日から

教育委員会の所管になる。７月のオープンまでの間に、子供たちがどうしても中に入っ

てしまい事故などが起こる可能性がある。どう管理するのかの問いに対しまして、４月

から職員を配置したいと考えている。図書や備品の移転で職員が常駐することになるの

で、一定の管理は可能だと思う。子供たちが入らないよう看板などによる協力依頼は必

要だと考えている。芝生を３月に張る予定で、芝を張った後すぐに子供たちが入ってそ

の上を歩いたり走ったりすると芝の生育や定着にも影響があるので、一定の制限は必要

だと考えているという答弁でございました。

次に、当施設は４月１日から行政財産となる。行政財産となれば、その中で起きる事

故等は総務課が加入している町有施設の保険対象になると思う。神崎公民館は３月３１

日で条例改正によって普通財産となるが、そのとき保険対象になるのか。事故が起きた

際の保険関係など担当課と総務課がよく連携をして、事故が起こらないように。また、

起こったときにどうするのかも含めて対応をお願いしたいという質問に対しまして、公

園の遊具については、発生した事故に瑕疵がない場合は基本的に保険で対応できない。

ただ、瑕疵があり損害賠償の責任が出てくる場合は、町が加入している損害賠償保険で

対応する。神崎公民館については廃止となるので、総務課が管理することになる。使用

を継続する武道場については、教育委員会の管理となるの答弁でございました。

次に、公民館です。

神崎公民館閉館後の活動場所についての質疑でございます。今まで神崎公民館でロビ

ー展をされていたが、神崎公民館がなくなればどこで開催する予定なのかの問いに対し
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まして、今後は中央公民館で開催し、ロビー展の出展者を募っていきたい。出展要望が

多くあるようなら、展示期間を縮小して実施していきたいと考えているの答弁でござい

ました。

次に、給食センター関係でございます。

給食費の半額補助についての質疑でございます。この１年間は国の交付金を活用し、

給食費の半額補助が行われ、子育てされている方は一定の負担が軽減されたと喜んでお

られたと思うが、４月以降は全額負担に戻る。どういった形で周知をしようとしている

のかの問いに対しまして、国の補助制度がなくなった時点で補助をやめると説明してき

たが、来年度も同様の交付金が継続される見込みであるため、基本的には今年度と同様

に半額補助を実施していきたいと考えているとの答弁でございました。

その他といたしまして、以前、市川町や福崎町と共同で給食センターを運営するとい

う話があったが、最近一切話が出てこない。その後の状況を教えてほしいとの問いに対

しまして、市川町と事務レベルで年２回ほど協議している。協議の進め方は、統合する

場合に機器や食器の調整がどれだけ必要で、施設の改造がどこまで必要なのか。また、

大幅な修繕を伴わない食数はいつ頃になるのかなどを探っている状況である。ただし、

それがイコール給食センターの統合という調整までは至ってないという答弁でございま

した。

次に、税務課関係でございます。

不納欠損についての質疑でございます。外国人実習生が一部の町税を滞納したまま帰

国し、不納欠損扱いとなっている。外国人を雇用している事業所等が必ずあるはずで、

雇用者や保護者的な人と連携していくなどを考えていかなければ今後もこういう形で滞

納が残っていくのではないのかの問いに対しまして、雇用主から電話をいただき、納税

はどうなっているのかなどお問い合わせいただける場合もあるが、そこまでしていただ

ける事業所はなかなかない。町民税は、長期滞在する場合は基本的に納税が必要なので、

滞納がない。しかし、短期の滞在の場合は、ある日突然、滞納したまま出国されてしま

うことがある。実態として雇用主に個人の滞納状況を話すことはなかなか難しい現状だ

が、雇用主などに声をかけられる事業所があれば、そういった取組も考えていきたいと

の答弁でございました。

会計課につきましては、特にございませんでした。

次に、総務課関係でございます。

まず、令和７年度採用職員の募集・応募についての質疑でございます。人材確保に向

けた取組について、公務員志望の学生が減っているので高卒初任給の引上げを検討中と

あるが、町独自でできないと思う。人事院勧告に沿ってるのかの問いに対しまして、国

が高卒初任給として示しているものに４号給引き上げて１－９にしていきたいと考えて

おり、これは町独自の取組である。既に市川町は取り組んでいるとの答弁でございまし

た。
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次に、保健師と社会福祉士を各１名ずつ募集したが応募がなかったとのことであるが、

今の人事体制では周りの職員の業務を圧迫する部分も出てくると思う。その対応はどう

考えているのか。また、事務職と水道技術職の面接試験がまだ終わってないようだが、

採用の見込みがあるのかの問いに対しまして、保健師と社会福祉士は資格が必要なので、

どうしても大卒となるため、なかなか町の試験を受けていただけない。現在、保健師に

ついては会計年度任用職員でお願いをしており、同様の形で対応していきたいと考えて

いる。水道技術職員につきましては、試験結果を見た上で今後採用について検討してい

きたいとの答弁でございました。

次に、ケーブルテレビ・インターネット事業についてでございます。ケーブルテレビ

・インターネット運営事業でアンケートを取られたが、目的はどういう方向に進もうと

しているのかの問いに対しまして、ケーブルテレビの運営は非常に経費が高くなってい

る。町が抱える課題に難聴地域があるので光ケーブルは必要だが、経費節減につながる

事業の見直しをしたいという目的がある。インターネットサービスも町独自で展開する

のは非常に難しい。自主放送番組の制作についても、どうすれば経費節減できるのか考

えている。来年３月に指定管理の委託契約が更新時期となるので、アンケート調査の結

果を見ながら協議していきたいとの答弁でございました。

次に、ふるさと納税についてでございます。役場だけの取組ではなく、商工会や地元

の人も巻き込んでプロジェクトチームをつくって取り組むほうがふるさと納税していた

だきやすいと聞いたが、一度考えてみたらどうかの問いに対しまして、返礼品の開発に

ついては事業者に作ってもらうのが大事なので、商工会の皆さんに協力してもらうのが

一番だと思っている。商工会にも声かけしながら新しい返礼品を出していきたいとの答

弁でございました。

次に、今話題になっているお米だが、神河町産のお米はとてもおいしい。特に山間部、

猪篠とか赤田だとか、山の上のお米はおいしい。以前、九州から視察に来られたところ

が、ふるさと納税が何十億円もあると言われ、聞いてみたら、それはお米だということ

だった。一つの方法として取り組んでみてほしいとの問いに対しまして、お米は重要な

ツールだと思っているが、今回はほかからの注文が入ったとのことで、ふるさと納税に

出してくるお米が少なかった。やはり事業者にふるさと納税に出してよかったと思って

いただけることが大事なので、それも含めて取り組んでいきたいとの答弁でございまし

た。

それから、公用車のＥＶ化についての質疑でございます。一般の方から、町はＥＶ車

をたくさん入れてるという話が出ている。世の中の流れなので、ＥＶ車はよいが、値段

が高い。もう少し安くなってから導入してもよいのではないのか。また、世間がＥＶだ

からＥＶを買うという簡単な考えではなく、財政が厳しいときなので、更新の方法もよ

く考えていかなければと思うがどうかの問いに対しまして、住民生活課で作成している

脱炭素化施策展開事業計画の中に官と民が共にこういう取組を頑張ろうという目標を定
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めており、その中に公用車のＥＶ化という目標を定め、その計画に基づいて購入を進め

ている。軽自動車は高価だが、車体にＥＶのマークを入れられるので、町内を巡回する

軽自動車を皆さんに見ていただくことで啓発に活用したいと考えている。しかし、安易

にＥＶ化ということではなく、啓発も含めながら、意義のある買い方をしていきたいと

いう答弁でございました。

以上をもちまして、総務文教常任委員会で質疑のあった中から主立った項目について

報告いたしました。これで終わります。

○議長（澤田 俊一君） 次に、民生福祉常任委員会、松岡宣彦委員長、お願いします。

○民生福祉常任委員会委員長（松岡 宣彦君） おはようございます。民生福祉常任委員

会委員長の松岡です。閉会中の２月７日に民生福祉常任委員会を開催し、所管事務につ

いて調査を行いましたので、その主な項目について報告をいたします。お手元に配付し

ております民生福祉常任委員会開催結果報告書を御覧ください。

まず最初は、公立神崎総合病院です。主な質疑応答は、次のとおりです。

内科医の退職で外来患者数が減っているという説明だが、患者の流出は大きな問題で

ある。医師の数をこれ以上減らさないための対策はという問いに対しまして、医師の退

職により、その医師が診られていた患者が流出し、新たな患者の数も減っている状況で

ある。院長以下で神戸大学や大阪医科薬科大学の医局等に派遣要請を行いながら、業者

紹介や地縁のある医者等への働きかけも行っているが、なかなか結果には結びついてい

ない。来年の研修医と養成医については、今年度同様の人数は確保できる見込みだが、

慢性的な医師不足である。引き続き、いろいろな手を尽くして医師確保に努めていくと

いう答えでした。

続いて、透析患者が減っているという話だが、ほかの病院では夜間の透析を行ってい

ると聞く。当院ももっと融通の利く時間帯に透析できるようにすればどうかという問い

に対し、当院では午前９時からの１クールの透析だけになっている。午後など第２クー

ルの透析を受け入れたいが、そのときには内科医や臨床工学技士、看護師などのスタッ

フが必要になるので、なかなか難しい。腎臓病が悪化すると透析患者になることがある

ので、来年度、何とか腎臓内科医に来てもらい、透析予備軍の患者を当院でグリップし

ていきたいという答えでした。

次に、令和６年度の決算は４億円超えの赤字の見込みで、キャッシュは２億円程度減

少するという報告だが、人事院勧告に基づく給与改正で、人件費が大幅に増加している。

当院の医師は給与が高いと言われている中、医師の給与を人事院勧告に従って上げたの

は疑問が残る。病院については企業会計なので、役場職員と別に考えてもよいのではな

いかという質問に対し、町直営で運営している以上、病院であれ役場であれ、同じ神河

町職員という身分なので、配属先で給料が違うというのは好ましくないと考える。人事

院勧告に従い、職員の基本的な給与は国に準ずるということをこれまで死守してきたの

で、そこは歴史的に守っていきたいという答えでした。
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なお、令和６年度不納欠損予定者は１件、これは令和４年度に発生したものであるが、

債務者死亡によって不納となったとの報告を受けました。

続きまして、健康福祉課です。主な質疑応答は、次のとおりです。

在宅の要介護４、５の方への訪問の実施は、令和６年度の事業に向けた議会からの政

策提言で、その実態とニーズを把握し、足りない部分を行政がほかとも連携しながら対

応していくという趣旨であった。報告では、利用できなかったサービスとして訪問入浴

３件などがあるが、それらに対して行政はどう対応していくのかという問いに対し、当

町の社会福祉協議会の訪問入浴サービスが廃止となり、現状では市川町の社会福祉協議

会に頼っているが、姫路市の業者にも来てもらえるような話を聞いている。病院とも連

携できるところは連携し、予算の関係もあるが、訪問する中で施策につなげていけたら

よいと思う。これからも介護者の負担をできるだけ軽減できるよう考えていきたいとい

う答えでした。

次に、生活保護受給状況について、当町は２５世帯前後で全世帯の５％前後だが、

姫路市などは３％を超えていて、申請者を門前払いするようなところもあると聞く。当

町の受給者は非常に少ないが、申請者を門前払いするようなことはないかという問いに

対し、当町では決してそのようなことはない。相談については、事前に日程調整をして、

県のケースワーカーや町の担当者が聞き取りをし、必要に応じて保健師も相談に乗って

いるという答えでした。

続きまして、住民生活課です。主な質疑応答は、次のとおりです。

低所得者向け住宅について、収入基準が１５万０００円以下となっているが、年収

換算で１８９万０００円以下というのはあまりにも現実的ではない。空き室をなくす

ためにもう少し緩和してはどうかという問いに対し、低所得者向け住宅は公営住宅法の

法律等に基づいて建設しており、この基準は全国一律で、町独自で変更はできないとい

う答えでした。

続いて、ひと・まち・みらい課と移住定住サポートセンターが、町営住宅の募集を掲

載した空き家バンクの物件チラシを近隣である生野町と市川町に配布したそうだが、も

っと人口の多い姫路市などにも配布範囲を広げたらどうか。また、空き家バンクのホー

ムページに町営住宅も掲載してはどうかという問いに対し、対応できる範囲で担当課と

協議をしていくという答えでした。

なお、次に、特定空家対策の進捗状況についてですが、空家等対策計画は、申合せに

より、当委員会の承認案件となっています。全会一致で承認いたしました。

次に、消防団員の人数を増やすために、もっと勧誘に力を入れるべきではないかとい

う問いに対し、消防団本部会議で消防団員の加入状況を確認しているが、今後もっと勧

誘に努力していただけるようお願いしていきたい。昨年１０月に２名の女性団員が入団

され、活動の中で防災の啓発と併せて消防団員の勧誘なども行ってもらっている。こう

いった活動を重ね、女性も加入できることや消防団員の処遇などを詳しく紹介しながら
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積極的に勧誘を進めていきたいという答えでした。

最後に、上下水道課です。主な質疑応答は、次のとおりです。

埼玉県八潮市で発生した下水管の損傷による大規模道路陥没事故のような事態が当町

には起こらないかという質問に対し、当町の下水処理は、八潮市での事故が発生したよ

うな合流式ではなく、汚水のみを流す分流式である。また、事故ではコンクリート製の

管が硫化水素の影響で腐食して損傷したが、当町はコンクリート製の管ではなく硫化水

素に強い塩ビ系の管を使用しているので、破損しにくい。点検としては、管が割れると

土砂が流入し、処理場のスクリーンに土砂が引っかかるので、処理場の点検を毎日行っ

ている橋本株式会社によって異常が出ればすぐに分かる状況である。また、損傷箇所の

周辺ではマンホールが噴き上がり、排水がスムーズにいかなくなったりする可能性があ

るので、住民からの通報でも察知できると考えているという答えでした。

次に、兵庫県が行う人工衛星による漏水調査について、神河町の調査範囲は２０６キ

ロメートルだが全て完了したのかという問いに対し、神河町を含め、県の調査は全て調

査済みであるという答えでした。

以上、大まかな報告になりましたが、これ以上の項目につきましてはお手元の報告書

にまとめておりますので、御確認ください。

なお、執行部におかれましては、報告書を読み返していただき、適切な事務執行をお

願いいたします。

これで民生福祉常任委員会の開催結果の報告を終わります。

○議長（澤田 俊一君） 次に、産業建設常任委員会、藤森正晴委員長、お願いします。

○産業建設常任委員会委員長（藤森 正晴君） 産業建設常任委員長の藤森です。産業建

設常任委員会閉会中の報告をいたします。

委員会は、２月４日に開催しました。

まず最初に、建設課であります。

道路メンテナンス事業については、道路の橋梁補修事業は、仮設足場等の設置に係る

河川の占用協議を理由に、渇水期、いわゆる１１月以降です、での実施との制約がある

ため、工事の内容や規模によっては年度内に完了が難しく、毎年数件の繰越しが生じて

いる現状が慢性化しています。解決策として、工事の設計監理を複数名に割り振り、早

期発注に向けた努力はしていますが、年度内に完了させるのは難しい状況が続いていま

す。現状では、繰越件数をいかに減らすかが課題となっているとのことでした。これに

ついての質疑であります。

渇水期でなければいけないというのは、足場組みが関係するのではないか。川底から

の足場ではなく、つり足場ならいいのではないかの質疑に対し、川底からの足場でなく、

つり足場で計画はしている。しかし、つり足場でも、河川断面を侵すという理由で出水

期での河川占用許可が難しい。

次の質疑に参ります。渇水期に実施というのは姫路土木事務所からの指示と理解して
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いいのか、これに対して、渇水期の実施については、姫路土木事務所の指示と認識して

いるの回答であります。

次に、地方創生道整備推進交付金事業であります。町道光明寺線、町道コホウキ線は、

早期発注に向け準備を進めていましたが、設計内容等において地元との再協議が必要と

なり、早期発注は難しい状況となっています。これらに割り当てていた予算は、比較的

順調に進んでいる町道野村沢線と町道流田線の工事請負費に振り替え、令和７年度へ繰

り越した上で可能な区間から本工事に着手していく考えとのことです。これについての

質疑であります。

町道光明寺線、町道コホウキ線は、早期発注の段階であるのに地元との再協議が必要

となったとのことだが、どういうことなのかの質疑に対し、町道光明寺線、町道コホウ

キ線については、詳細設計が昨年度に終わり、地元に提示したところ、幅員などの根幹

に関わるような話が出てくるなど協議が必要となり、その見通しが十分立っていないた

め繰越しをせざるを得なくなったの答弁であります。

次の質疑であります。地元協議した上で詳細設計されたとのことだが、地元協議した

ときに念書などは交わさなかったのか。これに対し、基本的に地元協議の内容について

は書面を頂くことなく、協議の中でこれでいいだろうということで進めてきたの答弁で

あります。

次の質疑であります。次はしっかり協議し、互いに念書を交わすなど、もう再協議に

ならないようにすべきであるの質疑に対し、今後、これ以上変更にならないように十分

地元へ申し入れながら、最終的な設計図書としていきたいの答弁であります。

次に、地籍課であります。

地籍調査は順調に進捗しております。町への山林寄附の実績については、令和４年度

は２６筆、令和５年度は２筆、令和６年度は７筆となっています。

次に、農林政策課であります。

神崎フードについての質疑であります。神崎フードの経営悪化が心配される状況であ

るが、現状はどうなのかの質疑に対し、神崎フードの経営状況については、非常によく

ない状況になっている。最大の要因は米の値上がりである。この状況が続けば、来年度

以降は債務超過になる可能性が非常に高く、経営改善計画を早急につくる必要がある。

本来ならば社長がつくるのが本意であるが、外部の目を入れるということで銀行に経営

改善計画の作成を依頼している。監査委員により、債務超過に陥るようになる前に本会

議で説明すべきと指摘をいただいているので、報告をしていきたいと思っているの答弁

であります。

次に、有機栽培についてであります。有機栽培についてケーブルテレビで放送されて

いるが、いろんな野菜の栽培方法や肥料の加減など、特別番組で情報を伝えてはどうか

の質疑に対し、最終的に収録されたもの全部を特別番組的にまとめて放送したいと考え

ている。また、町外の方も見ることができるよう、既に町のホームページに掲載してい
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るの答弁であります。

次に、森林環境譲与税についてであります。森林環境譲与税の活用事業として、粟賀

小学校跡地公園・図書コミュニティ施設の整備に使う町産材はどこに使うのかの質疑に

対し、書架や総合カウンター、ベンチ、建物の一部の予定であるの答弁であります。

次に、ひと・まち・みらい課であります。

サテライトオフィス企業誘致事業についての質疑であります。サテライトオフィス企

業誘致事業は、地域活性化起業人制度の企業派遣型と副業型を使ってサテライトオフィ

スを設置するということでいいのかの質疑に対し、サテライトオフィスを設置する前段

階として地域活性化起業人制度を利用し、神河町へ来て準備を行ってもらう。町も支援

しながら、軌道に乗った段階でサテライトオフィスを設置するという流れになるという

答弁であります。

次の質疑であります。サテライトオフィスの設置について４社と話をされているのだ

が、一日も早い設置を期待するがいつ頃になるかの質疑に対し、サテライトオフィス設

置については、事務所を置く場所の問題があるので、場所が見つかり次第設置という形

になると思うの答弁であります。

次に、粟賀小学校跡地公園・図書コミュニティ施設の事業についての質疑であります。

整備事業に係る地元業者下請率は、目標１０％に対し、現時点で⒋２６％である。工事

も終盤に来ている。地元業者下請率１０％未達成なら今後町はどうするのかの質疑に対

し、前回、当委員会で地元業者下請率１０％未満についての意見が出た。弁護士に相談

をした結果、応募条件に明記されているので、交渉はできるとのことだが、ただ、公正

取引委員会の解釈等を総合的に勘案すると、条件をつけるのはいいが、未達成の場合に

違約金などを求めるのはあまり適切でないとのことである。交渉を続ける中で、大鉄工

業株式会社からは企業版ふるさと納税で神河町に貢献したいと申出をいただいている。

また、最大限努力をしていく姿勢は崩されていないので、この辺を評価し、地元業者下

請率１０％未達成でも、違約金を求めたりペナルティーを加えたりすることなく終わり

たいと思っているの答弁であります。

これに対し、違約金がどうこうではなく、応募条件を守ってもらえないという悪例を

つくれば、次以降同じようなことになる。最低限のペナルティーは絶対つけるべきであ

る。そうでなければ、地元業者下請率１０％はどうなったのかと聞かれたときに返答が

できない。また、企業版ふるさと納税は会社が払う税金が控除されるもので、会社にと

ってはメリットしかない話である。これに対しての答弁であります。皆さんに納得いた

だけるよう、話合いを続けていきたいと思っているであります。

次の質疑であります。粟賀小学校跡地公園・図書コミュニティ施設は、３月に引渡し、

７月オープンの予定だが、オープンまでの３か月余り、保守管理、安全管理の体制はど

うするのかの質疑に対し、粟賀小学校跡地公園・図書コミュニティ施設の管理について

は、引き渡し後は教育課の管理となる。安全管理については、入り口等はコーンで閉め、
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セコムでの対応を予定しているの答弁であります。

これに対し、建物等はセコムである程度守られると思うが、遊具については子供が入

り込んでけがをする心配がある。また、放置したままでは、さびが出たりするかもしれ

ないので、しっかり管理をしてもらいたいの質疑に対し、一番心配しているところであ

る。最低限の管理はしていく。オープン前に最終的に掃除やチェックを行う予定である

との答弁であります。

次に、グリーンエコー笠形であります。グリーンエコー笠形の経営状況は思わしくな

い状況が続いており、今年度においても、指定管理者から償還補てん金の免除の申入れ

が行われています。また、町から収支決算見込みなどを求めても提出しておらず、これ

は指定管理の条項に違反してくるとみなされる。これらの状況から、指定管理者の指定

の取消しについて検討する時期に来ているのではないかという意見が相次ぎました。今

後、指定管理者の経営改善計画を作成し、赤字の立て直しを図る必要があります。状況

が変わらない場合は、町は期限を切って対応に当たるべきではないかと申し入れており

ます。

次に、陳情第１号、神河町農村環境改善センター跡地有効利用に関する陳情をいただ

いております。これについて、令和７年１月２９日受付の陳情第１号につきましては、

農村環境改善センターのひと・まち・みらい課から株式会社グロースターズとのこれま

での経過及び当施設の現状と課題等について説明を受けました。当委員会からは、スピ

ード感を持って早急に対応を進めるように要請するとともに、今後、継続調査事項とし

て取り扱うことにいたしました。

そのほかの活動であります。令和６年１２月２４日、県道加美宍粟線改良促進議会連

絡協議会が開催されました。今回から宍粟市議会との申合せにより、従来は議長と委員

全員の出席で開催していましたが、今回から議長と産業建設常任委員会の正副委員長の

出席で行いました。

次に、姫路土木事務所へ要望事項をいたしております。それについての、まず①神河

町福本から柏尾までの自転車、歩行者の安全対策についての要望に、自転車と歩行者を

分離し、双方の安全性を確保するため、路肩の拡幅を令和４年度から着手し、今年度は

用地測量を実施するの回答であります。

次に、２つ目の要望であります。神河町上小田地内の早期拡幅改良であります。これ

についての回答、播但連絡道の神崎南ランプから峰山高原リゾートに至る区間のうち、

唯一センターラインの引かれていない箇所に着手したところであるとの答弁であります。

次、３つ目の要望であります。宍粟市一宮町本谷から神河町上小田間のトンネル計画

の検討についての要望であります。これについて、坂の辻峠は交通量が非常に少ないこ

とから、トンネル化は効果が乏しく、事業着手には難しい。長期的な課題として取り組

むの答弁であります。

以上で産業建設常任委員会の報告を終わります。
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○議長（澤田 俊一君） 次に、議会改革調査特別委員会、小寺俊輔委員長、お願いしま

す。

○議会改革調査特別委員会委員長（小寺 俊輔君） 議会改革調査特別委員会委員長の小

寺です。それでは、議会改革調査特別委員会令和６年度の取組を一括で報告いたします。

令和４年４月１７日執行の神河町議会議員選挙の定数割れ、無投票であったことを重

要視し、改選以降、議会では様々な改革に取り組んでまいりましたが、その改革をより

強力に推し進めることを目的とし、当委員会が設置されましたことは、皆様御承知のと

おりであります。令和６年６月１８日に第１回委員会を開催し、当委員会の設置の目的

や今後の進め方を委員間で確認、共有いたしました。

当委員会の設置の大きな目的は、令和８年執行予定の神河町議会議員選挙を無投票に

しないことであります。委員会では、議員報酬の見直し、適正な定数について議論し、

まずは原価方式による議員報酬を算出するための根拠となる議員の活動量のチェックに

取り組むことを決定し、皆さんに令和６年８月から令和７年１月末日まで取り組んでい

ただきました。今後は、提出されたデータを基に、適正適切な議員報酬、定数の議論を

深めてまいります。

一方では、町民の方々に議会の魅力を伝える、議会が何をやっているかをもっと知っ

ていただくことが重要であり、町民の方々と一緒になって神河町議会のあるべき姿を探

っていく神河町議会あり方ゼミナールを令和６年１０月２６日、長野県飯綱町議会元議

長、寺島渉氏による基調講演を皮切りに、令和７年２月２日のゼミナール生の議場での

発表に至るまで全６回開催し、町民の方々の考え方、率直な御意見を伺うことができた

のは大変有意義な取組であったと感じております。ファシリテーターとして円滑にゼミ

ナールを進めていただいた兵庫県地域再生アドバイザーであり合同会社人・まち・住ま

い研究所代表社員の浅見先生をはじめ、土日の貴重なお休みの時間を割いて参加してい

ただいたゼミナール生の皆さんには、改めて感謝申し上げます。令和７年度は、ゼミナ

ール生と議員が一緒になって議会のあるべき姿を探っていくステージ２に移行いたしま

す。委員各位には、ゼミナール生の熱意、努力に応えるべく、いま一度関係資料の精読

をお願いしておきます。

以上、令和６年度の活動を一括で報告いたしましたので、大変雑駁な報告となりまし

たが、都度開催の詳細は配付資料を御一読いただき、また、あり方ゼミナールの詳細は

ホームページで御確認いただきますことをお願いいたしまして、議会改革調査特別委員

会令和６年度の活動報告といたします。

○議長（澤田 俊一君） それでは、ここで私のほうから報告をさせていただきます。１

２月定例会以降、閉会中の主立った事項についてであります。

１２月１９日、兵庫県町監査委員協議会役員会が神戸で開催され、藤後秀喜代表監査

委員が出席されています。

１２月２４日、県道加美宍粟線改良促進議会連絡協議会要望会が龍野土木事務所宍粟
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事業所と姫路土木事務所で開催され、藤森正晴産業建設常任委員長、小寺俊輔産業建設

常任委員会副委員長と私が出席しています。前井兵庫県議会議員にも御臨席いただき、

坂の辻峠トンネル計画を含む県道整備の実現に向けた要望を行いました。

１２月２７日、神崎郡議長会が福崎町で開催され、私が出席しています。２月５日開

催の神崎郡議長会主催の議員研究会について、講師を交え打合せを行いました。

１月９日、神河町及び神河町商工会共催の新年交歓会が開催され、各議員に出席して

いただいております。

１月１０日、神河町老人クラブ連合会理事会・女性部役員会兼新年会が開催され、私

が出席しております。

１月１２日、令和７年姫路市消防出初式が姫路城三の丸広場で開催され、栗原哉副

議長に出席していただいております。

同じく１月１２日、令和７年神河町二十歳のつどいがグリンデルホールで開催され、

議会を代表して私が出席しています。

１月１５日、杉の子学級閉級式が開催され、吉岡嘉宏人権文化推進特別委員長と私が

出席しています。子供たちの１年間の活動報告を聞きました。

１月１７日、全国監査委員協議会定期総会が東京で開催され、藤後秀喜代表監査委員

が出席されています。

同じく１月１７日、１・１７のつどい阪神・淡路大震災３０周年追悼式典が、天皇皇

后両陛下御臨席の下、神戸市で開催され、私が出席しております。

１月２１日から２２日、兵庫県町議会議長会議長研究会が神戸で開催され、私が出席

しています。２１日は全国町村議会議長会事務総長、赤松俊彦氏から「町村議会の課

題」について、また、鹿児島県鹿屋市串良町柳谷公民館長、豊重哲郎氏からは「住民自

治 自主財源確保運動 還元を中心に感動の地域創生」と題して、それぞれ講演を受け

ております。２２日は、議員定数と報酬について意見交換を行いました。

１月２７日、神河町商工会次世代プラン創造委員会との意見交換会を開催し、各議員

に出席していただいております。意見交換では、少子化、子育て、タクシー不足を含む

移動手段、神河町の活性化について、議員の成り手不足等の課題について意見交換を行

いました。

２月５日、神崎郡議長会議員研究会及び情報交換会が、多可町議会にも参加いただき、

福崎町で開催され、各議員に出席していただいております。研究会では、合同会社人・

まち・住まい研究所代表社員、浅見雅之氏から「地域ファシリテーションのすすめ～地

域づくりは対話から～」と題した講演を受け、その後、ワークショップを行いました。

２月６日、兵庫県町議会議長会役員会が神戸で開催され、私が出席しています。協議

事項は、兵庫県町議会議長会及び兵庫県町議会議員公務災害補償組合の令和７年度事業

計画案及び予算案等について協議が行われました。

同じく２月６日、中播衛生施設事務組合議会定例会が開催され、松岡宣彦民生福祉常
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任委員長と私が出席しています。付議事件の令和６年度事務組合一般会計補正予算につ

いては、審議の上、可決し、令和７年度事務組合一般会計予算については、提案説明を

受けました。

２月７日、地方議会議員セミナーが東京で開催され、栗原哉副議長と藤原資広議員

に参加いただいております。セミナーでは、城西大学経営学部マネジメント総合学科教

授、伊関友伸氏から「アフターコロナの自治体病院、人口減少時代にどう対応するか」

と題した講演を聴講されております。

２月１０日、令和６年度兵庫県町監査委員協議会定例総会が神戸で開催され、藤後秀

喜代表監査委員と吉岡嘉宏議選監査委員が出席され、令和６年度事業実施報告、令和７

年度事業計画及び予算を承認されました。また、「例月出納検査」と題して講演を聴講

されております。

２月１２日、寺小っ子体験塾閉級式が開催され、吉岡嘉宏人権文化推進特別委員長と

私が出席しています。子供たちの１年間の活動の報告を聞きました。

２月１４日、兵庫県町議会議員公務災害補償組合議会定例会が神戸で開催され、私が

出席しています。令和７年度同組合議会一般会計予算について審議し、承認しています。

引き続き、兵庫県町議会議長会臨時総会が開催され、令和７年度事業計画及び予算につ

いて審議し、承認しています。

２月２１日、中播北部行政事務組合議会定例会第１日目が開催され、栗原哉副議長、

松岡宣彦民生福祉常任委員長と私が出席しています。付議事件の神崎郡ごみ処理施設建

設用地造成工事（その２）請負契約締結事項の変更の件、令和６年度事務組合一般会計

補正予算について審議の上、可決し、令和７年度事務組合一般会計予算について提案説

明を受けました。

同じく２月２１日、令和６年度神崎郡交通対策協議会総会が開催され、私が出席して

います。令和６年度事業報告・決算見込み、令和７年度事業計画・予算案について協議

が行われました。

２月２４日、神崎郡スポーツ協会設立４０周年記念事業が市川町で開催され、私が出

席しています。

また、議会改革の取組として開催しております神河町議会ゼミナールにつきましては、

先ほど特別委員長から報告があったとおりでございます。７年度についても４回のゼミ

ナールを予定しております。よろしくお願いします。

また、定例会ごとに発行しております議会だよりにつきましては、１月１４日に第８

３号を発行し、１月２４日に各区長様に配付しております。

以上で閉会中の主立った事項について報告を終わります。

なお、各事務組合議会の議案につきましては、議員控室において閲覧できるようにし

ておりますので、御覧ください。

以上で諸報告を終わります。
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ここで暫時休憩します。再開を１０時３５分とします。

午前１０時１５分休憩

午前１０時３５分再開

○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

それでは、議案の審議に入る前に申し添えておきます。

議員各位においては、会議規則第５４条第１項では、発言は全て簡明にするものとし、

議題外にわたり、またはその範囲を超えてはならないと規定されています。また、同規

則第５５条第１項では、質疑は同一議員につき、同一の議題について３回を超えること

ができないと規定されています。会議規則第５４条及び第５５条遵守の上、お願いいた

します。

町当局におかれましては、質問に対して明瞭かつ的確な答弁をお願いし、会議の進行

に御協力いただきますようお願いします。

それでは、議案の審議に入ります。

・ ・

日程第４ 諮問第１号

○議長（澤田 俊一君） 日程第４、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求め

る件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 諮問第１号の提案理由について御説明申し上げます。

本諮問は、人権擁護委員の推薦につき意見を求める件でございます。令和４年７月１

日から人権擁護委員を務めていただいております前川修子様が、令和７年６月３０日を

もって任期満了となります。前川様は人権に対する識見が高く、地域の方の信頼も大変

厚く、人権擁護の高い資質をお持ちの方でございますので、引き続き法務大臣に対し推

薦させていただくに当たり、人権擁護委員法第６条第３項の規定により諮問するもので

ございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。人権擁護委員の推薦

につきまして御説明申し上げます。

人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づき、人権相談を受けたり人権の考えを広めた

りする活動をしていただく民間の方々で、町長が議会の意見を聞いて候補者を推薦し、
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法務大臣が委嘱します。任期は３年となっております。このたび推薦をします前川修子

様は、町長の説明にもありましたように、令和４年７月１日から人権擁護委員に就任い

ただいておりますが、本年６月３０日をもって１期目の任期が終了いたします。引き続

き委員を務めていただきたく、推薦をするものです。

前川修子様は、次の２ページの経歴書にありますように、小学校の介助員や生活支援

員補助員の経験がおありで、現在も神河中学校で生活支援補助員として学校教育の現場

で御尽力いただいており、児童福祉分野において精通されている方です。性格も温厚で、

地域住民からの信頼も厚く、人権についても高い資質をお持ちです。よって、人権擁護

委員に適任であると認め、推薦をさせていただきます。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

諮問第１号に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

ここでお諮りします。諮問第１号、被推薦者、前川修子氏は、人格、識見ともに高く、

広く社会の実情に通じておられ、議会としても適任者であることの意見を提出したいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、前川修子氏が適任者であ

るとの意見を提出することに決定しました。

・ ・

日程第５ 第２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第５、第２号議案、神河町教育委員会委員の任命の件を議

題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町教育委員会教育委員の任命の件でございます。神河町教育委員会は、

教育長１名と教育委員４名で構成されており、任期につきましては、教育長が３年、教

育委員が４年となっております。これまで教育委員として御尽力いただいておりました

中野憲二委員から、本年３月３１日をもって教育委員を辞職する願いが提出され、２月

６日に教育委員会の同意を得て、私も同意しております。教育委員の一人が欠員となる

ため、新たに山名ひとみ氏を後任の教育委員として任命いたしたく、地方教育行政の組
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織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでござい

ます。

後任となります山名氏は、人格高潔で人柄も温厚であり、高等学校、小学校での臨時

講師の経験もあり、平成３０年からは神河町立小学校で児童生活支援員や学習支援員と

して勤務いただいており、兵庫県の教育に深く携わられ、その充実と発展に貢献される

など、高い識見を有しておられます。神河町の人づくり、まちづくり並びに地域と連携

した教育委員会活動を強く推し進めていく上で、教育委員として欠かせない人物である

と認識しております。

なお、任期につきましては、前任者の残任期間となりますので、令和７年４月１日か

ら令和１０年１２月２０日までの期間とします。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をいただき、御同意賜りま

すようお願い申し上げます。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２号議案を採決します。

本案については、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２号議案は、原案のとおり同

意することに決定しました。

・ ・

日程第６ 第３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第６、第３号議案、神河町教育委員会教育長の任命の件を

議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町教育委員会教育長の任命の件でございます。このたび教育長であり

ます入江多喜夫氏から、本年３月３１日をもって辞職する願いが提出され、２月６日に

教育委員会の同意を得て、私も町長として同意しております。つきましては、先ほどの

第２号議案でも御提案させていただきました、３月３１日をもって教育委員を辞職され

る中野憲二氏を後任の教育長として任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関
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する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

後任となります中野氏は、人格高潔で人柄も温厚であり、高等学校教諭から兵庫県教

育委員会事務局指導主事、高校教育課長を経て県教育委員会教育次長を務められた経験

もあり、兵庫県の教育に深く携わられ、その充実と発展に貢献されるなど、高い識見を

有しておられます。現在は学校法人神港学園高等学校の校長として奉職され、本年３月

３１日に退職されます。また、令和４年５月から神河町教育委員としてお世話になって

おり、卓越した識見と豊富な経験を生かし、神河町の教育振興に大きく貢献されていま

す。神河町の人づくり、まちづくり並びに地域と連携した教育委員会活動を強く推し進

めていく上で、教育長として欠かせない人物であると認識しております。

なお、任期につきましては、前任者の残任期間となりますので、令和７年４月１日か

ら令和８年１２月３１日までの期間となります。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をいただき、御同意を賜り

ますようお願い申し上げます。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第３号議案を採決します。

本案については、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第３号議案は、原案のとおり同

意することに決定しました。

・ ・

日程第７ 第４号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第７、第４号議案、刑法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制

定の件でございます。

制定の理由は、刑法等の一部を改正する法律が令和７年６月１日施行され、これまで

の懲役及び禁錮を廃止し拘禁刑が創設されることに伴い、その引用箇所において条例改
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正を行うものでございます。

制定の内容は、拘禁刑の創設について、各条例の改正内容が同じであることから、整

理条例として制定を行うものでございます。

以上が提案の理由及び内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第８ 第５号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第８、第５号議案、神河町手話言語条例制定の件を議題と

します。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町手話言語条例制定の件でございます。手話は、音声言語と異なる言

語であり、手や指、体の動き、表情を使って視覚的に表現する言語です。しかしながら、

手話は長い間言語として認められず、手話が使いやすい環境が整えられなかったことか

ら、聾者は多くの不便や不安を感じながら生活をしてきました。そうした中、言語には

日本語や英語など数多くの言語があり、手話も言語として障害者の権利に関する条約や

障害者基本法において位置づけがされるようになっています。手話が言語であるとの認

識に基づき、手話言語の理解とその普及に努め、誰もが尊重し合い、支え合い、安全・

安心に暮らすことができる神河町を目指し、この条例を制定するものです。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、健康福祉課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

藤原健康福祉課長。

○健康福祉課長（藤原 栄太君） 健康福祉課、藤原でございます。神河町手話言語条例

制定の件の詳細説明をさせていただきます。

当条例は、手話が言語であるとの認識に基づき、手話言語への理解の促進及び普及に

ついて基本理念を定め、神河町の責務及び町民、聾者及び事業者の役割を明らかにする

とともに、町が推進する施策について定めることにより、全ての町民が安全・安心に暮

らせることができる社会の実現を図ることを目的として、条例を制定するものでござい

ます。

それでは、議案書の９ページをお願いいたします。条例の前文として、条例制定する

に当たり、現状の状況や制定するに至った背景などを記述させていただいております。

続きまして、第１条では、条例の目的を定めております。
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１０ページをお願いいたします。第２条の定義では、用語の意義を説明しております。

第２条第１号で、町民とは町内に在住または通勤し、通学等により滞在する者としてお

り、第２号では、聾者とは聴覚に障害がある者のうち、手話を言語として日常生活及び

社会生活を営む者とし、第３号で、事業者とは町内において事業を行う個人または法人、

その他団体としております。

第３条では、基本理念について定めております。手話言語への理解の促進及び普及は、

手話が言語であることを認識し、聾者及び聾者以外の者が相互に理解し、個性や人格を

尊重することとしております。

第４条では、町の責務として、手話言語への理解の促進及び普及を図るために必要な

施策を総合的かつ計画的に推進すること、第５条では、町民の役割として、町民、聾者、

事業者それぞれの役割を定めております。

第６条では、施策の推進として、手話言語による情報を取得する機会の拡大のための

施策、手話通訳者の確保及び養成等の意思疎通を支援するための施策、手話言語の理解

及び普及を図るための施策など、施策を総合的かつ計画的に推進するものとしておりま

す。

第７条では、意見の聴取としまして、施策の実施状況、見直し、その他手話への理解

促進及び手話の普及に関し必要な事項について、町民、事業者、知識経験者などに意見

を聞くものとしております。

第８条では、学校教育における理解の促進として、学校教育において手話言語への理

解促進及び普及啓発、並びに手話言語が必要な児童生徒に対し手話言語による学習支援

に努めることを定めています。

１１ページをお願いいたします。第９条では、委任について定めています。

最後に、条例の施行日は、令和７年４月１日施行日としております。

この条例を制定いたしまして、今後の取組といたしましては、１つ目に、当事者、意

思疎通支援関係者、地域、行政等の関係者と手話施策に対する意見交換会を開催する予

定でございます。２つ目に、町民、事業者への周知として、町が発信しているＬＩＮＥ

等ＳＮＳやケーブルテレビでの手話の配信、町広報やホームページの周知のほか、簡単

な手話をクリアファイルに印刷し、住民等へ配布すること。３つ目に、役場窓口での耳

が聞こえにくい方への意思疎通支援としまして、軟骨伝導集音器の設置や避難所におけ

るコミュニケーションボードを活用した支援。４つ目としまして、手話奉仕員養成講座

の取組継続としまして、神崎郡３町での自立支援協議会で、引き続き手話奉仕員養成講

座の取組を継続していきます。５つ目に、学校教育における理解の促進としまして、小

・中学校向けの啓発の資料の配布、また、今後、教育課と連携しまして、学校教育での

理解促進に努めてまいります。６つ目に、７年度では新たに職員向けの研修としまして、

手話や聴覚障害に対する理解を確実に深めるための職員研修を実施するなど、手話言語

への理解の促進及び普及に取り組んでまいります。
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以上、神河町手話言語条例制定の件の詳細説明とさせていただきます。御審議よろし

くお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第９ 第６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第９、第６号議案、神河町図書コミュニティ公園の設置及

び管理に関する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町図書コミュニティ公園の設置及び管理に関する条例制定の件でござ

います。

神河町図書コミュニティ公園「桜空」は、令和５年１２月から整備を進めてまいりま

したが、間もなく完成を迎えます。老若男女が集い、にぎわいを発信し、町のよりどこ

ろになることをコンセプトとし、神河町をはじめとするこのエリアのランドマークとな

る施設を目指してまいります。令和７年７月のオープンに向け、施設の設置及び管理に

ついて定める必要があることから、神河町図書コミュニティ公園の設置及び管理に関す

る条例を制定するものでございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、教育課社会教育特命参事から御説明いたしますので、よろしく

御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

宮本教育課社会教育特命参事。

○教育課参事兼社会教育特命参事（宮本 公平君） 教育課参事兼社会教育特命参事、宮

本でございます。第６号議案、神河町図書コミュニティ公園の設置及び管理に関する条

例制定の件の詳細説明を申し上げます。

神河町だけでなく近隣の市町を含む地域の人が日常的に集う、まちのリビングのよう

な施設である神河町図書コミュニティ公園「桜空」が間もなく完成を迎えます。施設の

オープンは令和７年７月ですが、４月から職員を配置し、施設の管理やオープンに向け

た準備作業を行うため、施設の設置及び管理について定める必要があることから、神河

町図書コミュニティ公園の設置及び管理に関する条例を制定するものでございます。

それでは、タブレット１２ページを御覧ください。神河町図書コミュニティ公園の設

置及び管理に関する条例を次のとおり制定する。御覧の目次にあるとおり、第１章、総

則、第２章、図書コミュニティ施設関係、第３章、公園及びその他の施設関係、第４章、

雑則となっており、まず第１章、総則です。
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第１条では設置を規定し、地域の人が日常的に集い、新しいつながりをつくり、誰も

が思い思いに過ごし、世代を超えて笑顔があふれる施設として、地方自治法の規定に基

づき、神河町図書コミュニティ公園を設置することとしています。

第２条では位置を規定し、コミュニティ公園の位置は神河町粟賀町５６１番地として

います。

第３条では施設を規定し、コミュニティ公園の施設は、第１号、図書コミュニティ施

設、これは図書エリア、会議・研修室等がある建物部分でございます。第２号、公園、

第３号、その他施設、これは駐車場部分でございます。

第４条では管理を規定し、コミュニティ公園の管理は、教育委員会が行います。

第５条では、利用の制限を規定しています。

続いて、第２章、図書コミュニティ施設関係です。

第６条では休館日を規定し、図書コミュニティ施設の休館日は月曜日、その日が国民

の祝日に関する法律に規定する休日に当たるときは、その日後において最も近い休日で

ない日及び１２月２９日から翌年１月３日までとする。ただし、教育委員会が必要と認

めるときは、変更することができるとしています。

第７条では開館時間を規定し、図書コミュニティ施設の開館時間は午前８時半から午

後１０時までとし、使用時間については、午前９時から午後９時半までとする。ただし、

教育委員会が特に必要と認めるときは、開館時間を変更することができるとしています。

第８条では、使用の許可を規定しています。

第９条では、使用権の譲渡等の禁止を規定しています。

第１０条では、使用許可の取消し等を規定しています。

第１１条では使用料を規定し、使用者は別表１に定める額によって算定された料金を

使用料として納めなければならないとしています。

第１２条では、使用料の減免を規定しています。

第１３条では、使用料の不還付を規定しています。

第１４条では、造作等の制限を規定しています。

第１５条では、原状回復義務を規定しています。

第１６条では、損害賠償の義務を規定しています。

第１７条では、遵守事項を規定しています。

第１８条では、利用の禁止または制限を規定しています。

続いて、第３章、公園及びその他の施設関係です。

第１９条では、使用の許可を規定しています。

第２０条では、使用許可の取消し等を規定しています。

第２１条では使用料を規定し、使用者は別表２に定める額によって算定した料金を使

用料として納めなければならないこととしています。

第２２条では準用規定を規定し、第１２条から第１６条の規定は、使用料の減免、使
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用料の不還付、造作等の制限、原状回復義務及び損害賠償の義務について準用するとし

ています。

第２３条では、遵守事項を規定しています。

第２４条では、利用の禁止または制限を規定しています。

続いて、第４章、雑則です。

第２５条では委任を規定し、この条例に定めるもののほか、必要な事項は教育委員会

が定めます。

附則として、施行期日、この条例は令和７年４月１日から施行する。別表１で第１１

条関係、図書コミュニティ施設の使用料を、別表２で第２１条関係、公園及びその他の

施設関係の使用料を定めています。

また、１７ページには、参考資料として神河町図書コミュニティ公園の管理に関する

規則の案を、１９ページには、参考資料２として神河町図書コミュニティ公園の図書エ

リアの管理運営に関する要綱の案をつけておりますので、御覧いただきますようお願い

いたします。

以上が理由並びに内容についての詳細説明でございます。よろしく御審議をお願いい

たします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第１０ 第７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１０、第７号議案、神河町行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７号議案について、提案理由並びに内容について御説明申し

上げます。

本議案は、神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する

条例制定の件でございます。

改正の理由は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律が、令和６年６月７日改正、令和７年４月１日に施行されることに伴う条例改正で

す。

改正の内容は、法律改正に伴い、特定個人情報等を定義する法律の引用箇所が変更に

なったためでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。
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○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第１１ 第８号議案から第１１号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１１、第８号議案、神河町一般職の任期付職員の採用等

に関する条例の一部を改正する条例制定の件、第９号議案、神河町職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例制定の件、第１０号議案、神河町会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定の件、第１１号議案、神河町企業職

員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件、以上４議案を一

括議題とします。

上程４議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８号、第９号、第１０号及び第１１号議案について、関連が

ありますので、一括して提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制

定の件、神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件、神河町会計年

度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定の件及び神河町

企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件でございま

す。

改正の理由は、各条例とも令和６年人事院勧告に伴うものでありまして、令和７年４

月実施の給与制度のアップデートに対応するものであります。改定の主な内容は、俸給

表、地域手当及び扶養手当の改正となります。

まず１点目は、俸給表、給料表の改定です。若年層の水準引上げは令和６年４月に先

行実施されていますが、係長級３級の初号近辺の号俸をカットし、各級の初号の額を引

き上げるものであります。２点目は地域手当でございまして、支給地域の単位の広域化

がなされ、級地区分が５級地に再編され、兵庫県は５級地、支給割合が４％となります。

３点目は、扶養手当の見直しであります。配偶者に係る手当が廃止され、子供に係る手

当を１万０００円に引き上げるものでありまして、２年間で段階的に実施するもので

す。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。それでは、詳細説明を申し上

げます。
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本４議案につきましては、令和６年人事院勧告を受け関連する給与条例等の改正を行

うものでございます。改正の主な内容は、給料表の切替え、地域手当及び扶養手当の改

正を行うものでございます。

８２ページから参考資料２としましてアップデートを載せておりますので、まず御覧

ください。

８３ページのほうを御覧いただきたいと思います。給料表の改正につきましては、令

和６年４月に遡り実施してきたところです。そのアップデートとしまして、右の下段に

国公の係長級から本府省課長補佐級の俸給水準のイメージ図のとおり、３級以上の初号

辺りの号給をカットした給料表に改めるものであります。なお、神河町の給料表は６級

建てで、カットされる初号の俸給を使用していないことに加え、号給切替え表により給

料額が変更することはありません。

この棒グラフが表しているものは、その級の給料額を示しているもので、薄い青と濃

い青で棒グラフの上はほぼ同じですが、例えば３級の給料額の上限は一緒ですが、下は

濃い青が切り上がっており、３級の給料額の初号の給料額が上がっていることになって

おります。しかしながら、先ほど申し上げましたとおり、神河町では、この初号の辺り

の給料額を使っていないこと、加えて、１８ページからの初号の切替え表により、４月

１日の給料額に変更がないように対応してまいります。

続きまして、８４ページを御覧ください。地域手当の支給地の単位の広域化でござい

ます。この内容は、近隣の市町間で地域手当の支給率にばらつきあり、不均衡が生じて

いるとの意見があることから、この状況を踏まえ、人事院が改正を行ったものでござい

ます。見直し後の兵庫県は５級地と指定されたため、神河町として４％支給できるよう

改正を行うものでございます。なお、激変緩和措置としまして、引き上げる場合は２年

間で、引き下げる場合は毎年１％ずつと段階的に実施されるものと認識をしております。

５級地４％に非支給地ゼロ％、神河町がゼロ％でしたので、そこから４％に移行した場

合、令和７年度の地域手当は２％ということで人事院勧告がされております。

８６ページを御覧ください。扶養手当の見直しでございまして、配偶者に係る手当を

廃止し、子供に係る手当を１万０００円に２年間かけて改正するものでございます。

右の下段に再任用職員の手当支給拡大とあり、今後、住居手当等の支給を行っていきま

す。ただし、再任用職員につきましては、持家職員のみとなっておりますので、令和７

年度の支給は見込んでおりません。

８７ページを御覧ください。下段に特定任期付職員の業績手当を廃止し、勤勉手当の

支給を可能とするものでございます。

それでは、議案に戻っていただきまして、１ページ、第８号議案から説明を申し上げ

たいというふうに思います。

最初に、神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定

の件でございます。
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２ページの新旧対照表で御説明申し上げます。第７条で業績手当の支給条項を削り、

第９条で給与条例第３２条を削ることで勤勉手当の支給を可能とし、同条第２項で期末

手当の支給率を１００分の９５、勤勉手当の支給率を１００分の８⒎５と改正するもの

でございます。

以上の内容を１ページの議案として提案をさせていただいております。

続きまして、３ページ、第９号議案、神河町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例制定の件でございます。

まずは３１ページの新旧対照表で御説明申し上げます。第１６条第２項で配偶者に係

る扶養手当の支給条項を削り、同条第３項で子供に係る扶養手当の額を１万０００円

に増額し、第５項で詳細な手続関係を規則委任することを新設する代わりに第１７条を

削除するものでございます。国の法律においてもこれまで記載をされておりましたが、

住居手当、通勤手当なども人事院規則で定めてあることから、このたび法改正で削除さ

れるものでございます。

第１８条、住居手当の概要は変更ありませんが、第１６条の扶養手当の配偶者への支

給を削ったため、配偶者の定義を改めて記載するものでございます。

第１９条、単身赴任手当は、採用時から手当支給ができるよう改正。

第３４条の適用除外、１８条を削ることで再任用職員に住居手当の支給を可能にする

ものでございます。

制定附則第８項の地域手当の支給率を「１００分の３」から「１００分の４」に改め

るものでございます。なお、地域手当の支給額は、給料、扶養手当及び管理職手当の月

額合計額に１００分の４を乗じて得た額となります。

以上の内容を３ページの議案として提案をさせていただいております。

続いて、１７ページを御覧ください。この条例の附則をつけておりますが、附則第１

項で条例の施行日を令和７年４月１日とし、第２項で号給の切替え、第４項で扶養手当

を２年間かけて改正するための経過措置で、令和７年度の支給額、子ども手当を１万

５００円、配偶者手当を０００円と記載をしております。第５項で令和７年度地域手

当の支給率を特例で「１００分の２」として、第６項で地域手当の支給率を「当分の間

１００分の０」と定めていた改正附則を「令和７年３月３１日まで１００分の０」に改

め、第７項で暫定再任用の住居手当を支給できるよう、改正附則第６項中、第１８条を

削るものでございます。

１８ページ以降に号給の切替え表を記載をしております。この切替え表により、４月

１日からの給料月額後の変更を抑えるものでございます。

６１ページからは、参考資料１として技能労務職の給料表についても、行政職との均

衡を基本に改正を行うものでございます。

続きまして、８９ページ、第１０号議案、神河町会計年度任用職員の給与及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例制定の件でございます。
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まず、１１１ページの新旧対照表で御説明申し上げます。フルタイムの会計年度任用

職員へ地域手当を支給するに当たり、常時勤務する職に就く職員として位置づけられる

ため、諸手当については常勤職員と同様に支給する必要があるとされております。

また、パートタイムの会計年度任用職員の地域手当につきましても、常勤職員及びフ

ルタイムの会計年度任用職員に地域手当が支給されている場合、地域手当相当分を報酬

単価に加味して支給するべきものとされており、このたび条例改正を行うものでござい

ます。

第３条で、フルタイムの会計年度任用職員に地域手当を支給できるように改めるもの

で、第７条の２で地域手当の支給率を定めています。

また、第１７条第４項で、パートタイムの会計年度任用職員の報酬月額の算定に地域

手当相当額を乗じて得た額とすると改正をするものでございます。

なお、１０１ページからの附則や給料表の切替えは、一般職の給与条例と同様の考え

方でつくり込みをしております。

以上の内容を、８９ページからの議案として提案をさせていただいております。

続きまして、１ページ、第１１号議案、神河町企業職員の給与の種類及び基準に関す

る条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

まず、３ページの新旧対照表で御説明申し上げます。第２条及び第１５条の２で企業

職の特定任期付職員の業績手当を廃止し、第４条第１項で配偶者の扶養手当を削る一方、

附則第２項で令和７年度の経過措置として配偶者の扶養手当が支給できるようつくり込

んでおります。本来なら、ここで附則第２項を制定するべきところでしたが、失念をし

ておりましたんで、赤字にて訂正をしております。

第１４条で地域手当の支給率を１００分の４に改める一方、附則第３項で令和７年度

の経過措置として、地域手当１００分の２が支給できるようにつくり込んでいます。

第２０条で会計年度任用職員に地域手当を支給できるようにし、第２１条及び第２２

条で再任用職員に住居手当や特定任期付職員に勤勉手当を支給できるよう適用除外する

ものでございます。

附則第３項で地域手当の支給率を当分の間１００分の０とすることとして未支給とし

ておりましたが、このたびの未支給期限を令和７年３月３１日までとし、令和７年度か

ら支給できるように改めるものでございます。

以上の内容を議案として提案させていただいております。

なお、一括提案する４議案とも人事院勧告に基づき改正するものでございまして、御

理解を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

以上を提案、詳細説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・
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日程第１２ 第１２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１２、第１２号議案、神河町職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２号議案について、提案理由並びに内容について御説明申

し上げます。

本議案は、神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

制定の件でございます。

改正の理由は、昨年８月に人事院が行った公務員の人事管理に関する報告において、

「仕事と生活の両立支援の充実」に明記されたことによるものです。

改正の内容は２点で、１つ目は、これまで３歳に満たない子供のある職員について、

時間外勤務の免除を小学校就学前まで拡大すること、２つ目は、仕事と介護の両立支援

制度を利用しやすい勤務環境を新たに整備するものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。それでは、詳細説明を申し上

げます。

まず、３ページ、新旧対照表を御覧ください。第８条の２で略称規定を設けています。

本来、略称規定は、その字句の当初の条文に付すべきものでありますが、第１７条で給

与条例の略称規定を設けていたことから見直すものでございます。

第１０条第２項で、時間外勤務の免除を３歳児から小学校就学前までに改めるもので

ございます。

第１７条第１項で定める配偶者を含む要介護者の定義の略称規定とし、このたび新設

される第１９条の２に規定する配偶者等に引用することから定めるものでございます。

第１９条の２で、職員が家族の介護に直面した旨を申し出た場合の仕事と介護の両立

支援等の個別の周知、意向確認。職員への仕事と介護の両立支援制度等に関する早期の

情報提供。職場環境の整備（研修等の実施、相談窓口等）を行えるように改正するもの

でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第１３ 第１３号議案
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○議長（澤田 俊一君） 日程第１３、第１３号議案、神河町職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１３号議案について、提案理由並びに内容について御説明申

し上げます。

本議案は、神河町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定の件でご

ざいます。

改正の理由は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する

法律が令和６年５月３１日改正、令和７年４月１日に施行されることに伴う条例改正で

す。

改正の内容は、法律改正に伴い非常勤職員の部分休業、一日の勤務時間の一部につき

勤務しないことができることが認められている法律の引用箇所が変更になったためでご

ざいます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。それでは、詳細説明を申し上

げます。

まず、７ページ、新旧対照表を御覧ください。第１８条第３項で、育児休業等を行う

労働者の福祉に関する法律第６１条第２９項で当該職員の勤務する行政執行法人の長の

承認を受けて、要介護家族の介護をするため、一日の勤務時間の一部につき勤務しない

ことができると規定され、同条第３２項で、行政執行法人の長は、地方公務員法に規定

する任命権者と読み替えることとされており、地方公務員の会計年度任用職員の方につ

いて部分休業が認められているものでございます。この条文が令和７年４月１日付の法

律改正で、第６１条の第２０項で、地方公務員等の職員は、任命権者等の承認を受けて、

要介護家族の介護をするため一日の勤務時間の一部につき勤務しないことができると置

き換えられることから、引用箇所を変更するため、字句の修正を行う条例改正を行うも

のでございます。

よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第１４ 第１４号議案及び第１５号議案
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○議長（澤田 俊一君） 日程第１４、第１４号議案、神河町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件、第１５号議案、神河

町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例制定の件の２議案を一括議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１４号議案及び第１５号議案につきましては、関連がござい

ますので、一括して提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例制定の件及び神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

改正の理由は、令和７年１月３１日に子ども・子育て支援法施行規則の一部を改正す

る内閣府令が公布され、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正、ま

た、同内容の規定が特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定の運営に関

する基準にも規定されていることから、同様に一部改正がなされたことを踏まえ、本条

例を改正するものでございまして、令和７年４月１日から施行されることになったため、

本条例を改正するものでございます。

改正の内容は、１点目は、児童福祉施設における保育内容支援に係る連携施設の緩和

を行い、連携施設の確保が著しく困難であると認める場合の特例として、小規模保育事

業所などを連携施設として認めることを可能とするものでございます。

２点目は、代替保育に係る連携施設の確保が著しく困難な場合は、代替保育に係る連

携施設を確保しないこととすることを可能とする改正でございます。

３点目は、神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例のみの

改正であり、栄養士法が改正されたことにより、栄養士免許を取得せずとも管理栄養士

養成施設卒業者は管理栄養士免許を取得することが可能になったことに伴う改正でござ

います。

４点目は、家庭的保育事業の連携施設の確保を行うための経過措置が１０年と規定さ

れており、その期限が令和６年度末に到来するため、経過措置期間の延長を行うための

改正でございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、教育課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課長、児島でございます。神河町

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
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の件及び神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例制定の件について詳細説明をさせていただきます。

１点目は、児童福祉施設における保育内容支援に係る連携施設の基準の緩和を行い、

連携施設の確保が著しく困難であると認める場合の特例として、小規模保育事業所など

を連携施設として認めることを可能とするものでございます。

集団保育、いわゆる保育所やこども園のことですが、集団保育の機会の提供の趣旨を

堅持し、連携施設（保育相談ができる施設、代替保育施設、卒園後３歳以上の受皿）の

確保が困難な場合は、特例として小規模保育事業Ａ型、Ｂ型及び事業所内保育事業所を

連携施設として認める措置であり、小規模保育事業所などは、保育所などを連携施設と

して連携する必要があるとなっていますが、同様の小規模保育事業所なども連携施設と

することが可能となった旨の改正でございます。

２点目は、代替保育に係る連携施設の確保が著しく困難な場合は、代替保育に係る連

携施設を確保しないこととすることを可能とする改正でございます。

これは、家庭的保育事業者は、連携協力を行う者を適切に確保しなければならないと

規定されていたことを、連携協力を行う者の確保が困難な実情、現状を踏まえて関係法

令が改正され、連携施設を確保しなくてもよいとする改正でございます。現在、神河町

及び神崎郡内には家庭的保育事業者はございませんが、家庭的保育事業所等の職員が病

気、休暇等により保育提供をすることができない場合に、当該家庭保育事業者に代わっ

て保育を提供するための連携施設、保育所や認定こども園ですが、連携施設を確保して

おかないといけないという規定でありましたが、これがどうしても確保が困難な場合は、

確保しなくてもよいとする改正でございます。

３点目は、栄養士法が改正されたことにより、栄養士免許を取得せずとも管理栄養士

養成施設卒業者は管理栄養士免許を取得することが可能になったことに伴う改正でござ

います。

これまでは、管理栄養士になるための管理栄養士国家試験は、栄養士の免許を受けた

者、かつ実務経験のある者しか受験できませんでしたが、管理栄養士の履修課程のある

大学、専門学校を卒業した者も受験することが可能になる法改正が行われたことにより

改正するもので、この栄養士に係る改正については、神河町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例のみの改正であり、特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例には該当する規定はございません。

４点目は、家庭的保育事業の連携施設の確保を行うための経過措置が１０年と規定さ

れており、その期限が令和６年度末に到来するため、経過措置期間の延長を行うための

改正であり、内容につきましては、連携施設の確保が著しく困難であって、子ども・子

育て支援法第５９条第４号に規定されている内容、特定教育・保育施設等への民間事業

者の参入の促進に関する調査研究その他多様な事業者の能力を活用した特定教育・保育

施設の設置または運営を促進するための事業を行うと認められる場合などを遵守すれば
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連携施設を確保しないことができる旨の改正であり、経過措置を施行日から起算して１

０年とあるところを１５年に改正し、期間を延長するものでございます。

以上が改正の内容であり、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第１５ 第１６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１５、第１６号議案、神河町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

改正の理由は、本年２月１３日に行われました神河町国民健康保険運営協議会におい

て審議され、答申を受けたことに伴い、神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例を制定するものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、税務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

藤原税務課長。

○税務課長（藤原 一宏君） 税務課の藤原でございます。それでは、第１６号議案の詳

細説明を申し上げます。

国民健康保険税につきましては、これまで令和１２年度での標準保険税率移行に向け、

限りある財政調整基金を適切に投入することにより、被保険者の急激な負担増を避け、

均等に段階的に引き上げていくこととされていました。しかしながら、当初の想定を上

回る被保険者数の減により税収が落ち込む中、先月、１月に県から示されました標準保

険税率並びに事業費納付金見込みにより再度試算しましたところ、令和１１年度末には

基金が枯渇する見込みとなったため、当初計画を１年前倒しし、令和１１年度での移行

に向け、税率を改正するものでございます。

それでは、新旧対照表により説明をいたしますので、３ページをお願いをいたします。

まず、第３条第１項は、国民健康保険の被保険者に係る医療分となる基礎課税額の所得

割額を１００分の⒍６５から１００分の⒍８３に、次の第５条では、国民健康保険の被

保険者に係る基礎課税額の均等割額について１人につき２万５００円を２万９００
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円に、第５条の２は、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額の世帯別平等割額につ

いて、第１号の特定世帯、特定継続世帯以外の世帯については１世帯につき１万３０

０円を１万９００円に、第２号の特定世帯については１世帯につき１５０円を４

５０円に、第３号の特定継続世帯については１万７２５円を１万１７５円に、それ

ぞれ改めるものでございます。

なお、特定世帯とは、同一世帯の国民健康保険加入者が後期高齢者医療制度に移行し

たことにより、ほかの国民健康保険加入者が１人だけとなった世帯を言い、基礎課税額

と後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額が最大５年間、２分の１の額が減額をさ

れます。

また、特定継続世帯は、その５年を経過しても引き続き同じ状態で、国民健康保険と

後期高齢者医療に分かれている世帯を言い、基礎課税額と後期高齢者支援金等課税額の

世帯別平等割額が３年間、４分の１の額が減額をされます。

次に、第６条でございます。国民健康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税

額の所得割額を１００分の⒉９７から１００分の⒉９８に、第７条の２では、後期高齢

者支援金等課税額の被保険者均等割額について１人につき１万１００円を１万５０

０円に、第７条の３では、後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額について、第１

号の特定世帯及び特定継続世帯以外の世帯については１世帯につき９００円を００

０円に、第２号の特定世帯については１世帯につき９５０円を０００円に、第３号

の特定継続世帯については１世帯につき９２５円を０００円に、それぞれ改めるも

のでございます。

次に、第８条でございます。介護納付金課税被保険者に係る所得割額を１００分の⒉

５９から１００分の⒉６に、第９条の２では、介護納付金課税被保険者に係る被保険者

均等割額について１人につき１万３００円を１万８００円に、第９条の３では、介

護納付金課税被保険者に係る世帯別平等割額について１世帯につき７００円を９０

０円に、それぞれ改めるものでございます。

続きまして、第２１条でございます。国民健康保険税の減額規定になります。第１項

第１号のアからカについては７割軽減について、第２号のアからカについては５割軽減

について、第３号のアからカについては２割軽減について、減額となる額を改正するも

のでございます。

９ページをお願いをいたします。次に、第２１条第２項は、未就学児の均等割額の減

額についての改正でございます。第１号が基礎課税額の被保険者均等割額について、第

２号が後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額についての減額規定でございまし

て、各号のアは７割軽減世帯の減額となる額、イは５割軽減世帯、ウは２割軽減世帯、

エは一般世帯の減額となる額を、それぞれ改めるものでございます。

以上で第１６号議案の詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願い

いたします。
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○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第１６ 第１７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１６、第１７号議案、神河町神崎農村公園条例の一部を

改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１７号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町神崎農村公園条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

改正の理由は、平成３１年３月に消費税の改正等により改正させていただいておりま

すが、今回、コロナ禍以降の物価上昇、さらにゴールデンウィークの繁忙期における駐

車場の確保、警備員やスタッフの雇用などを鑑みて、現在、条例で上限設定している入

園料を、協議の上、上限の緩和を行うものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課商工観光特命参事から御説明いたします

ので、よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

橋ひと・まち・みらい課商工観光特命参事。

○ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事（橋 吉治君） ひと・まち・みらい

課、橋でございます。それでは、第１７号議案、神河町神崎農村公園条例の一部を改

正する条例制定の件につきまして御説明申し上げます。

内容につきましては、観光交流施設（指定管理施設）のうち、神崎農村公園ヨーデル

の森の料金改定でございまして、先ほど町長が申し上げましたとおり、利用料金の上限

の緩和を行うものでございます。

神河町神崎農村公園ヨーデルの森の現状の課題は、２点あると考えております。１点

目は、例年、ゴールデンウィークなどの入り込み客集中期には施設の収容能力を超える

入り込みがあり、来園者満足度の低下につながっている点、２点目は、現在、条例上限

近くで設定している入園料を、入り込み客集中期に今より上げることができない状態が

利益確保の機会損失につながっている点でございます。こういった状況を踏まえまして、

解決策として、需要に応じて繁忙期と閑散期の入園料を調整する変動料金制を導入する

ため、余裕を持たせた上限額に改定する必要があり、利用料金の上限額を引上げにより

緩和するものでございます。

次ページは新旧対照表ですが、別添の第１７号議案参考資料を御覧ください。利用料

金の上限額の改正の基本的な考え方としまして、中学生以上の上限額を中心に考えてお
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ります。現行、入園料、一般、中学生以上の上限額は４００円でありますが、現運用

額は２００円を頂いております。この現運用額を８００円、将来的には０００円

まで引き上げることを基本に、０００円プラス０００円（０００円につきまして

は物価上昇率３０％、６００円を切り上げいたしまして０００円）を上乗せした額

０００円を改定後上限額に設定いたしております。団体は約９割、障害者は半額として

おります。以下、同様の考え方で、全体のバランス、他施設の入園料金などを参考に料

金改正をしております。

仮に運用額ベースで試算した場合、現行、中学生以上０００人で単価２００円の

場合では６００万円で、単価８００円での運用をした場合、来場者数０００人ピー

クから３割減の５００人の来場であった場合の入園料は、５００人掛ける単価８

００円としまして６３０万円となり、現行の運用額を上げ、来場者数が３割減となった

としても入園料の減はないと考えております。また、３割減の入園者数となることで、

各種体験施設での混雑、購買品のレジなどでの混雑、さらには園内全体の混雑が少しで

も解消されることにより顧客満足度が上がり、総体的には客単価が上がるものと考えて

おります。

また、さきに開かれました産業建設常任委員会での御発言を受け、現在、町民は無料

であるが、入園料を頂いてもいいのではないか、障害者の方から入園料を頂かなくても

よいのではないかについては、設置条例や前指定管理者からの引継ぎなど、会社の考え

とも合っているため、町民の方は無料でどんどん来ていただき、施設の中で御利用いた

だきたい。また、障害者の方の入園料につきましては、他施設においても入園料を頂い

ている中では、入園料はお願いしたい。

それと、差し当たり年間パスポート、学校行事の入園料の変更がないなら上限を変更

する必要はないのではないかにつきましては、今回、今すぐ現運用額（利用金額）を改

定はしないんですが、基本となる料金を見直す際、再々条例上の上限改定を行うもので

はないと考えておりますので、今回併せて改定をさせていただきたいと考えております。

また、入場制限したらよいのではないかといった御意見につきましては、既に常設駐

車場及び臨時駐車場が満車になる場合につきましては入場制限を行い、お帰りいただく

ような誘導も行い、対応をしておりまして、委員会での御発言につきましても、指定管

理者との協議、検討させていただいた結果でございます。

以上、第１７号議案について御説明申し上げましたが、条例に規定しています利用料

金は、施設での上限を規定しているものでありまして、今回の改正により、実際に施設

の料金を引き上げるか据え置くかは、指定管理者の判断により行われることになります。

ただし、現行運用の料金を改定する場合は、あらかじめ町長の承認を得てからになりま

すので、指定管理者の意向だけで行われるものではありません。また、現行運用の料金

の引上げによる改正を行う場合には、利用者等への周知を十分に行ってまいります。

以上、詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願い申し上げます。
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○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

ここで昼食のため暫時休憩します。再開を１３時ちょうどとします。

午前１１時５８分休憩

午後 １時００分再開

○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

ここで、午前中に提案説明がありました第６号議案、神河町図書コミュニティ公園の

設置及び管理に関する条例制定の件の参考資料２、タブレット１９ページの中身につい

て、一部訂正があるようでございます。

説明を求めます。

宮本教育課社会教育特命参事。

○教育課参事兼社会教育特命参事（宮本 公平君） 教育課、宮本でございます。大変申

し訳ございません。１９ページの神河町図書コミュニティ公園の図書エリアの管理運営

に関する要綱の中で誤りがございます。

第１条の、この要綱は「神河町図書コミュニティ公園の設置に関する条例」と記載し

ておりますが、これにつきまして、「設置及び管理に関する条例」ということで、「設

置」の後ろに「及び管理」を入れていただくようにお願いいたします。以上でございま

す。

○議長（澤田 俊一君） 以上のとおりでございます。御理解をお願いいたします。

一昨日まで、ちょっと議案の修正が相次いでおります。最終、議会議員宛てに修正の

連絡がついたのが、ゆうべの午後８時以降でありました。執行部の皆さんにお願いしま

す。もう少し慎重に議案をつくっていただいて臨んでいただきますようにお願いしてお

きます。

それでは日程に戻ります。

・ ・

日程第１７ 第１８号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１７、第１８号議案、神河町消防団条例の一部を改正す

る条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

改正の理由は、令和６年１０月３１日の神河町消防審議会において消防団員の処遇改

善についての審議が行われ、同日付の答申に基づき、神河町消防団条例の一部を改正す
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る条例を制定するものでございます。

改正内容は、団員数が年々減少し団員の負担も増加する中で、令和３年４月の消防庁

長官通知「非常勤消防団員の報酬等の基準」において、災害時以外の出動については、

訓練や警戒等の出動の態様や業務の負荷、活動時間等を勘案し報酬を定めるなど、消防

団員の処遇改善について積極的な取組を行うことが示されており、神崎郡内をはじめ近

隣他市町においても災害以外の出動報酬の規定が設けられていることから、当町におい

ても団員が訓練等で出動した場合、出動報酬を１回につき０００円を限度に支給する

ことができるものとし、令和７年４月１日から施行するものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第１８ 第１９号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１８、第１９号議案、神河町消防団員等公務災害補償条

例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件でござ

います。

改正の理由は、一般職の職員の給与に関する法律の公安職俸給表及び扶養手当支給額

の改定により、令和７年２月２１日公布、令和７年４月１日に施行される非常勤消防団

員等に係る損害補償の基準を定める政令で定める非常勤消防団員等に対する損害補償に

係る補償基礎額の改正に伴い、本条例においても同様の改正を行うものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第１９ 第２０号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１９、第２０号議案、神河町非常勤消防団員に係る退職

報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。
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本議案は、神河町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正

する条例制定の件でございます。

改正の理由は、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部を改

正する政令が令和６年１２月２７日に公布、令和７年４月１日施行により、消防団にお

けるシニア層の活躍を推進する観点から、消防団員等公務災害補償等共済基金等が市町

村に支払う消防団員退職報償金の勤務年数区分に新たに３５年以上の区分が追加される

ことに伴い、本条例においても同様の改正を行うものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２０ 第２１号議案及び第２２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２０、第２１号議案、神河町公民館設置条例の一部を改

正する条例制定の件、第２２号議案、神河町体育施設設置条例の一部を改正する条例制

定の件の２議案を一括議題とします。

上程２議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２１号及び第２２号議案については、関連がありますので、

一括にて提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町公民館設置条例の一部を改正する条例制定の件、神河町体育施設設

置条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

改正の理由は、神崎公民館と神崎体育センターは１９７８年（昭和５３年）に建設さ

れ、４６年間にわたり町内の生涯学習施設の中核として、また屋内体育施設として、様

々な事業や活動で利用されており、町民の皆様に親しまれてきた施設でございます。し

かし、耐震性の課題もあり、神崎公民館については間もなく完成する図書コミュニティ

公園「桜空」及び中央公民館へ、神崎体育センターについては町民体育館及び小・中学

校体育館へ、それぞれ機能を移管することとし、令和７年３月３１日をもって閉館する

ため、設置条例の一部を改正するものでございます。

以上が提案の理由及び内容でございます。

詳細につきましては、教育課社会教育特命参事から御説明いたしますので、よろしく

御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

宮本教育課社会教育特命参事。

○教育課参事兼社会教育特命参事（宮本 公平君） 教育課参事兼社会教育特命参事、宮

本でございます。第２１号議案及び第２２号議案の詳細説明を申し上げます。

まず、２３ページ、第２１号議案について御説明申し上げます。
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本議案は、神河町公民館設置条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

神崎公民館は１９７８年に建設され、長年にわたり生涯学習施設として利用され、町

民の皆様に親しまれてきましたが、耐震性の課題もあり、間もなく完成する図書コミュ

ニティ公園「桜空」や中央公民館へ機能を移管することから、令和７年３月３１日をも

って閉館します。

ただし、閉館後の活動場所を図書コミュニティ公園「桜空」を希望された利用団体及

び代替施設が決まらない利用団体については、令和７年３月３１日までに継続しての使

用の申出があり、かつ町長が認める団体につきましては、令和７年６月３０日までの使

用を認めることとします。

それでは、２５ページの新旧対照表を御覧ください。

まず、第２条中、「、別表第１」を「、次」に改め、同条に名称「神河町中央公民

館」、位置「神河町寺前６４番地」という表を加えます。

次に、第１１条中、「、別表第２」を「、別表第１」に改めます。

次に、別表第１を削り、別表第２を中央公民館のみの表とし、別表第１に改めます。

附則としまして、附則１、施行期日、この条例は令和７年４月１日から施行する。

附則２、経過措置です。この条例の施行の日の前日までに神崎公民館の利用申請があ

った者であって、かつ町長が認める団体等についての神河町公民館設置条例の規定の適

用については、施行日から起算して３か月を経過するまでの間、この条例による改正後

の第２条、第１１条及び別表第１の規定にかかわらず、なお従前の例によるとしていま

す。

続いて、２７ページ、２２号議案について御説明申し上げます。

本議案は、神河町体育施設設置条例の一部を改正する条例制定の件でございます。

神崎体育センターは、神崎公民館と同じ１９７８年に建設され、長年にわたり屋内体

育施設として利用され、町民の皆様に親しまれてきました。しかし、耐震性の課題もあ

り、町民体育館及び小・中学校体育館へそれぞれ機能を移管することとし、令和７年３

月３１日をもって閉館します。ただし、武道場については、別棟の建物で、町内唯一の

武道場であり、耐震性を保有していることから、引き続き運営し、各団体に利用してい

ただきます。

なお、これまで神崎体育センターを利用されていた団体については、全て令和７年度

から町民体育館及び小・中学校体育館を利用されます。

令和７年４月１日から武道場のみの運営となるため、神崎体育センターを本条例から

削除するとともに、武道場を町民武道場として運営していくため、神河町体育施設設置

条例の一部を改正するものでございます。

それでは、２８ページの新旧対照表を御覧ください。

まず、別表第１中の「神崎体育センター、神河町中村８番地」を「町民武道場、神河

町中村５番地」に改めます。
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次に、別表第２中の「神崎体育センター」の施設名、単位、使用料、備考を、施設名

「町民武道場、武道場」、単位「全面使用料」、使用料「２００円／時間」、備考「町

民以外は倍額」に改めます。

附則として、この条例は令和７年４月１日から施行するとしています。

以上が改正の詳細説明となります。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２１ 第２３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２１、第２３号議案、神河町水道給水条例等の一部を改

正する条例制定の件を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町水道給水条例等の一部を改正する条例制定の件で、神河町水道給水

条例、神河町生活排水処理施設の設置及び管理に関する条例、神河町ケーブルテレビネ

ットワーク設置条例の一部を改正する条例の３条例を一括して改正するものでございま

す。

改正の理由は、若者定住施策として、上水道事業、下水道事業、ケーブルテレビ事業

の加入金または加入負担金の減額または免除を、令和７年３月３１日までを期限として

実施してまいりましたが、今年度策定中の第３期神河町地域創生総合戦略で引き続き実

施していくため、期限を延長するための改正を行うものです。

３条例とも附則の加入金または加入負担金の減免・免除に関する経過措置の部分にお

いて、減免または免除の期間を４年間延長し、令和７年３月３１日を令和１１年３月３

１日に改正を行うもので、改正の根拠と目的が同じことから、３条例を一括しての提案

とさせていただいています。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２２ 第２４号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２２、第２４号議案、中播北部行政事務組合規約の一部

変更についてを議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。
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○町長（山名 宗悟君） 第２４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、中播北部行政事務組合規約の一部変更についての協議の件でございます。

改正の理由は、中播北部行政事務組合では神崎郡３町を構成町として事務処理等の共

同処理を行っており、その経費を３町で負担しておりますが、その算出基礎となる人口

割の人口の基準日を、現行の規約では「前年末住民基本台帳人口とする」としておりま

す。しかし、例年、基礎となる人口の確定が年明けとなるため、新年度予算編成に当た

り、事務組合及び各構成自治体の予算編成に遅れが生じることから、分担金算出基礎人

口の基準日を「前年４月１日現在の住民基本台帳人口とする」に、中播北部行政事務組

合規約の一部を変更するものでございます。

事務組合の規約改正につきましては、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議

決を要することから提案するものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２３ 第２５号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２３、第２５号議案、令和６年度神河町一般会計補正予

算（第７号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町一般会計補正予算（第７号）でございます。補正予算

（第６号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

内容につきましては、繰越明許費として令和６年度低所得世帯支援給付金事業ほか５

事業を繰り越しし、地方債の補正としてクリーンセンター整備負担金事業ほか５事業の

限度額を補正、そして、歳入歳出では、国の補正予算において創設された新しい地方経

済・生活環境創生交付金を活用した新規の事業などの計上、各事業の事業費確定見込み

などの補正でございます。

その主なものは、歳入では、増額要因として、再算定による地方交付税、新しい地方

経済・生活環境創生交付金、神河まち・ひと・しごと創生寄附金、機構集積協力金交付

事業補助金、学校施設環境改善交付金などでございます。次に減額要因は、物価高騰対

応重点支援地方創生臨時交付金、衆議院議員総選挙費、県知事選挙費委託金、子ども・

子育て支援事業費補助金、神河ふるさとづくり応援寄附金、地方債、今回の補正におけ

る財源調整としての財政調整基金繰入金などでございます。
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続いて、歳出においてですが、増額要因としては、地方交付税の再算定による町債管

理基金積立金、企業版ふるさと納税基金積立金、障害者自立支援給付等事業、新しい地

方経済・生活環境創生交付金を活用した地理情報システム整備委託料、防災行政無線シ

ステムアプリ連携業務委託料、寺前幼稚園長寿命化改良工事請負費などでございます。

減額要因は、ふるさとづくり応援基金積立金、物価高騰対策低所得世帯支援給付金、児

童手当支給事業、予防接種事業、中播北部行政事務組合負担金、中播衛生施設事務組合

負担金、中播消防署建て替え用地造成工事費などでございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４６３万０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９９億７９０万０００円とする

ものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、総務課財政特命参事から御説明いたしますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 詳細説明を求めます。

黒田総務課財政特命参事兼病院改革推進室長。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でござ

います。それでは、第２５号議案につきまして、詳細の御説明を申し上げたいと思いま

す。

まず、御説明に入る前に、今般の補正の内容につきまして、新規事業の背景につきま

して少し触れさせていただきます。

今般の補正につきましては、国の補正予算、特に地方創生⒉０の展開のため創設をさ

れました新しい地方経済・生活環境創生交付金などの補助金及びそれに付随します財源

措置であります補正予算債、これについては充当率が１００％、交付税算入が５０％と

なっております。これらを活用し、令和７年度の予算と一体として編成をいたしたとこ

ろでございます。つまり、令和７年度当初予算に計上予定の事業につきまして、より有

利な財源を獲得するため、今般の補正予算に盛り込んだところでございます。

対象となる事業は、３５ページ以降にあります新規事業の説明一覧表にも掲載をして

おります３つの事業でございます。まず１つ目が地理情報システム整備事業、そして２

つ目が防災行政無線システム機能強化事業、３つ目が幼稚園施設整備事業でございます。

これらの事業に活用する補助金につきましては、国において翌債の措置が取られるとい

うふうに聞いてございます。したがいまして、それに合わせまして各事業に係ります補

正額の財源につきまして全額翌年度に繰り越すこととし、第２表、繰越明許費に計上を

させていただいてございます。実質的には令和７年度事業と一体として今後取り組んで

まいりたいというふうに考えてございます。これらの背景を踏まえまして御審議を賜れ

ばと思いますので、よろしくお願いを申し上げます。

それでは、詳細につきまして御説明を申し上げます。
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まず、７ページ、第２表、繰越明許費をお願いをいたします。各事業の繰越明許費の

額を申し上げたいというふうに思います。

３款民生費、１項社会福祉費、令和６年度低所得世帯支援給付金事業でございます。

０５３万０００円でございます。過日の臨時議会におきまして議決をいただきまし

た事業でございます。

次に、７款土木費、１項土木総務費、地理情報システム整備事業でございます。９

００万円でございます。先ほど申し上げました新規事業の１つ目の事業でございます。

補助金等の手続によりまして全額を繰越しを予定をいたしてございます。

次に、２項道路橋梁費、道路メンテナンス事業でございます。７２５万円でござい

ます。

続いて、道整備交付金事業でございます。８００万円でございます。

次のページに繰越しの理由を添付させていただいておりますので、御参照をいただき

たいと思います。繰越しの理由なんですが、道路メンテナンス事業におきましては、河

川の一時占用など、許可事務に時間を要したものでございます。また、道整備交付金事

業では、用地の交渉等、用地の買収が遅延をしたことによるものでございます。

続きまして、８款消防費、防災行政無線システム機能強化事業でございます。８７

９万０００円でございます。先ほど申し上げました新規事業の２つ目の事業でござい

ます。１つ目の事業同様に、全額を翌年度に繰り越す予定でございます。

繰越明許費の最後になります。９款教育費、１項幼稚園費、幼稚園施設整備事業でご

ざいます。１億６７５万０００円でございます。これにつきましては、寺前幼稚園

の長寿命化改良工事に係るもので、先ほど申し上げた新規事業の３つ目のものとなりま

す。

次のページには、繰越しの理由書を掲載しておりますので、御参照をいただきたいと

思います。

続きまして、９ページをお願いをいたします。９ページは、第３表の地方債の変更で

ございます。事業費の確定見込みに伴う補正等でございます。起債の目的事業ごとに限

度額を申し上げたいというふうに思います。

まず、クリーンセンター整備負担金事業、起債の種類は過疎債になります。次期ごみ

処理施設整備負担金に係るものでございます。本年度の事業費の確定見込みによりまし

て８３０万円を減額いたしまして、限度額を１億３００万円とするものでございま

す。

続いて、観光施設整備事業、過疎債でございます。ヨーデルの森長寿命化改良工事に

係るものでございます。事業費の確定によりまして７３０万円を減額いたしまして、限

度額を５７０万円とするものでございます。

続いて、道路新設改良事業でございます、公共事業債でございます。町道野村沢線な

ど道整備交付金事業に係るものでございます。６０万円を減額いたしまして、限度額を

－５４－



５７０万円とするものでございます。

続いて、道路整備事業でございます、起債の種類は、辺地債及び過疎債を活用をして

おります。町道作畑・新田線などの道路整備に係るものです。４１０万円を減額いた

しまして、限度額を１億８３０万円とするものでございます。

続いて、消防施設整備事業でございます。緊急防災・減災事業債でございます。中播

消防署建設負担金及び北部出張所の建設費用に係るものです。３００万円を減額いた

しまして、限度額を２２０万円とするものです。

続いて、学校施設整備事業でございます。起債の種類は過疎債、それから補正予算債

でございます。まず、長谷小学校の長寿命化改良工事が６００万円の減額で、これが過

疎債でございます。それから寺前幼稚園長寿命化改良工事が７４０万円の増額で、こ

れは補正予算債でございます。合わせた合計が１４０万円を増額をいたしまして、限

度額を１億２４０万円とするものでございます。

これによりまして、補正後の限度額の総額でございますが、１９０万円の減額とな

りまして、総額が９億９３４万０００円でございます。

続きまして、事項別明細書で御説明を申し上げます。１３ページをお願いをいたしま

す。

まず、歳入でございます。主なものにつきまして御説明を申し上げたいと思います。

１款町税、１項町民税、１目個人町民税でございます。現年課税分８０５万０００

円の増額でございます。当初の見込みより譲渡所得が増額となったものでございます。

２項固定資産税でございます。現年課税分２９７万０００円の減額でございます。

主な要因は、土地の評価替えによります雑種地補正率の見直しによる減、償却資産にお

けます過疎免除の計上遺漏による減などでございます。

続いて、１１款の地方交付税でございます。普通交付税が１億７８４万０００円の

増額でございます。地方交付税法及び省令の一部改正による再算定の結果によるもので

ございます。

その詳細につきまして、少し申し上げたいと思います。需要額では、新たに創設をさ

れました費目で、臨時経済対策費が９２７万０００円、それから給与改定費が２

５３万０００円、臨時財政対策債償還基金費が２５４万０００円の増額でござい

ます。また、収入額で調整額がございますが、３４８万０００円の減額でございます。

なお、臨時財政対策債償還基金費２５４万０００円でございますが、令和７年度及

び令和８年度における元利償還金の一部の償還財源といたしまして町債管理基金に積立

てをすることになってございます。

続いて、決定額につきまして申し上げたいと思います。基準財政需要額ですが、５１

億６６５万０００円、基準財政収入額が１７億１０５万０００円、調整額につ

きましてはゼロ、普通交付税額の決定額でございますが、３３億５６０万０００円

でございます。
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続きまして、国県負担金のほうを御説明をいたします。

まず、民生費負担金でございます。障害者自立支援給付費等負担金でございます。実

績見込みによりまして、国が５７９万０００円、県が２８９万０００円の増額とな

ります。

次に、児童手当交付金です。児童手当法の改正による負担率の変更によりまして、国

が４５０万０００円の増額、県が３８８万０００円の減額です。それぞれの各項目

により増減が少しございます。

続いて、１４ページをお願いをいたします。衛生費国庫負担金でございます。新型コ

ロナウイルスワクチン接種対策費負担金でございます。接種者が減少によりまして４５

万０００円の減額となってございます。

続いて、新型コロナウイルスワクチン予防接種健康被害給付費負担金でございます。

９６万円の増額です。新たに１名の方が厚生労働省の審査によりまして疾病等の認定が

されたものでございます。当町では２人目の認定ということになります。

続いて、国庫補助金です。

総務費補助金でございます。物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金でございます。

充当事業の実績見込みによりまして５８１万０００円の減額でございます。

続いて、民生費補助金です。児童手当の支給に係るものでございますが、子ども・子

育て支援事業費補助金７２０万０００円の減額です。

続いて、衛生費の補助金です。出産・子育て応援給付金の実績見込みによりまして、

出産・子育て支援交付金４３万０００円の減額でございます。県の補助金につきまし

ては１０万０００円の減額となってございます。

続いて、土木費の補助金です。若者世帯住宅補助事業等の実績見込みによりまして、

社会資本整備総合交付金２４８万円の減額でございます。国の補正予算、新しい地方経

済・生活環境創生交付金は９０７万０００円の計上でございます。新規事業の地理

情報システム整備事業に関するものでございます。なお、この補助金につきましては、

補助率は２分の１となってございます。

教育費補助金でございます。学校施設環境改善交付金でございます。４３７万０

００円の計上でございます。寺前幼稚園長寿命化改良工事に係るものでございます。な

お、補助率につきましては、３分の１でございます。

消防費補助金です。国の補正予算、新しい地方経済・生活環境創生交付金で９３９万

０００円の計上です。新規事業で申し上げました防災行政無線システム機能強化事業

に関するものでございます。これにつきましても補助率は２分の１でございます。

次のページをお願いをいたします。１５ページになります。県の補助金でございます。

まず、総務費補助金です。市町振興支援交付金は、実績見込みによりまして５３０万

０００円の減額です。地方バス等公共交通維持確保対策及びコミュニティバス運営に

係るものでございます。
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民生費補助金です。医療助成費補助金でございます。決算見込みに基づきまして４３

８万０００円の減額計上となってございます。

保育施設等への一時支援金事業費補助金は、事務費も含めまして３１万円の計上でご

ざいます。これは、物価高騰の影響を受けております保育所等を支援する事業でござい

ます。

地域少子化対策重点推進事業補助金でございます。縁結び事業に対するものですが、

事業費の一部が補助対象外となりました。したがって、この対象外部分の７５万００

０円を減額をするものでございます。

農林業費補助金です。機構集積協力金交付事業補助金３７１万０００円の計上で

ございます。貝野、加納営農組合の法人化に伴います農地集積協力金に係る補助金でご

ざいます。

緊急防災林整備事業補助金でございます。経営管理事業分の減によりまして５１４万

０００円の減額計上としております。

次のページ、１６ページをお願いをいたします。続きまして県の委託金でございます。

総務費委託金です。額の確定によりまして衆議院議員総選挙費委託金２２６万００

０円、県知事選挙費委託金２３５万０００円の減額計上でございます。

農林業費委託金でございます。地籍調査事業委託金につきましては、決算見込みによ

りまして２１３万０００円の減額でございます。

続いて、土木費委託金は、追加の交付によりまして河川クリーン作戦の事業委託金が

２００万円の増額計上でございます。

続いて、寄附金でございます。神河ふるさとづくり応援寄附金５００万円の減額で、

決算見込みによるものでございます。それから、神河まち・ひと・しごと創生寄附金で

すが、１億１７０万円の増額計上で、１億円の御寄附を含めまして、３つの事業所から

によるものでございます。御寄附をいただきました企業様におかれましては、誠にあり

がとうございました。指定されました地方創生プロジェクト事業に有効に活用をさせて

いただきたいというふうに考えてございます。

続いて、基金繰入金でございます。

公共施設維持管理基金繰入金７７６万０００円の増額でございます。まちづくり

基金繰入金４７０万０００円の減額で、それぞれ充当してます事業の事業費が確定し

たことによるものでございます。

続いて、財政調整基金の繰入金ですが、９５０万０００円の減額でございます。

今般の補正の財源調整のため減額するものでございます。補正後の残高見込みにつきま

して申し上げます。１７億２５７万０００円と見込んでございます。１７億２５７万

０００円でございます。

続きまして、雑入でございます。次のページ、１７ページをお願いをいたします。

まず、グリーンエコー笠形の起債償還受入金ですが、３５５万、全額の減額計上とし
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ております。事前に聞き取り調査等を行いましたが、今年度も収益が赤字となる見込み

でございます。協定書の規定に基づきまして施設利用料を免除をするものでございます。

続いて、町有建物災害共済金受入金（過年度分）８５７万０００円の減額です。

令和５年度に発生をしました落雷罹災によるものなんですが、非常に県内におきまして

全体的に多くの申請があったこと、それから申請額が高額に上っていることなどの背景

がございます。共済金の審査及び査定が長期間にわたってございます。この間、再三い

つ頃になるだろうということで問合せ等も行いまして進捗の状況の把握に努めてござい

ますが、年度内の納入につきましては困難と判断をいたしまして減額計上をさせていた

だいております。

歳入の最後ですが、町債でございます。町債につきましては、地方債補正で御説明を

申し上げたとおりでございます。

続いて、１８ページ、歳出をお願いをいたします。

まず、人件費等につきましては、補正８号以降の変更によるもので、職員給与、職員

手当、共済費等の補正を行ってございます。なお、各科目での職員手当、共済費等の個

々の説明につきましては割愛をさせていただきます。

３２ページのほうに給与費の明細書がございます。少し３２ページのほうをお願いを

いたしたいと思います。１、一般職、⑴総括をお願いをいたします。区分、比較欄で外

書き両括弧上段につきましては再任用短時間勤務職員、両括弧下段につきましては会計

年度任用職員でございます。一般職で給料１４５万０００円の減額、職員手当２８万

０００円の増額、共済費３０万０００円の減額で、合計いたしまして１４７万０

００円の減額補正でございます。また、会計年度任用職員につきましては、合計欄を見

ていただきまして、５２８万０００円の減額補正となってございます。

すみません、少しまた１８ページのほうに戻っていただきたいと思います。各款ごと

について、目ごとに主なものについて御説明を申し上げたいというふうに思います。

２款の総務費でございます。一般管理費です。令和６年度能登半島地震復興支援に係

ります職員派遣経費を計上をしておりましたが、兵庫県からの派遣要請が終了をいたし

ました。そのため職員手当、旅費等、災害支援経費全額２００万円を減額計上しており

ます。

次のページをお願いをいたします。地方バス等公共交通維持確保対策補助金でござい

ます。６４万０００円の増額でございます。補助金額が確定をいたしましたが、現行

の既定予算に不足が生じているもので、増額計上をさせていただいたものでございます。

財産管理費です。町債管理基金積立金は、普通交付税の再算定に基づき、臨時財政対

策債の償還金を積み立てるものでございます。２５４万０００円の増額計上として

おります。

神河ふるさとづくり応援寄附金積立金でございます。実績の見込みによりまして５

００万円の減額計上になります。
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続いて、企画費です。企業版ふるさと納税基金積立金は１７０万円の増額でござい

ます。少し、歳入のほうで１億幾らというふうに申し上げましたが、この差額分につい

ては事業のほうに充当をいたしております。

次のページをお願いをいたします。２０ページになります。事業費確定によりまして、

衆議院議員総選挙費につきましては２０７万０００円、県知事選挙費につきましては

２３５万０００円の減額でございます。

続いて、２２ページをお願いをいたします。３款の民生費です。社会福祉総務費でご

ざいます。物価高騰対策低所得世帯支援給付金（新たな非課税世帯分）でございます。

契約額の確定によりましてシステム改修委託料ですが、５０６万０００円の減額で計

上をさせていただいております。また、給付金につきましては、支給対象者見込みの確

定によりまして、少し金額大きいんですが、５８５万円の減額計上とさせていただい

ております。

続いて、住宅改修等助成費（特別型）ですね。いきいき住宅助成金でございます。実

績の見込みによりまして１７６万円の減額の計上です。

続いて、介護保険事業特別会計繰出金は６００万０００円の減額計上でございま

す。

心身障害者福祉費でございます。障害者介護給付費は１９６万０００円の増額で

す。主に施設の入所、生活介護、共同生活援助、就労継続支援Ｂ型、就労移行支援の給

付費が増嵩をしております。

医療助成費でございます。６００万円の減額で、実績報告に基づくものでございます。

児童措置費でございます。児童手当関係ですが、３６５万０００円の減額で、法改

正システム改修委託料などの減額計上でございます。

保育所費です。物価高騰等の影響を受けている保育施設に対しまして、光熱費や食料

費等の価格上昇分の一部を支援する保育施設等への一時支援金３０万円の増額でござい

ます。神崎保育園につきましては１９万円、寺前保育所につきましては１１万円の計上

ということです。

次、２３ページをお願いをいたします。２３ページ、４款の衛生費でございます。健

康づくり対策費です。予防接種者の減少などで個別接種委託料が４８４万０００円、

任意インフルエンザ予防接種委託料１６０万円、新型コロナウイルスワクチン接種委託

料４５万０００円、合計しますと６９０万０００円の減額計上とさせていただいて

おります。

予防接種健康被害給付費は、９６万円の増額計上で、歳入のほうで御説明をしたとお

りでございます。

次のページをお願いをいたします。ごみ処理費です。実績見込みによりまして、中播

北部行政事務組合負担金、クリーンセンター分ですが、１億９９４万０００円の減

額でございます。
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続いて、し尿処理費です。中播衛生事務組合負担金ですが、投入量等の減によりまし

て２５８万０００円の減額計上でございます。

続いて、５款の農林水産業費でございます。

農業振興費でございます。地域集積協力金につきましては３７１万０００円の増

額で、貝野営農組合、加納営農組合の法人化に伴います農地中間管理権設定によるもの

でございます。

次のページをお願いをいたします。２５ページになります。林業振興費です。町森林

経営管理事業委託料でございます。９３１万０００円の減額、また、森林環境譲与税

基金積立金につきましては、７７９万０００円の増額計上でございます。

次のページをお願いをいたします。７款土木費でございます。

土木総務費ですが、新しい地方経済・生活環境創生交付金を活用します地理情報シス

テム整備委託料でございますが、９００万円の計上となってございます。

道路橋梁新設改良費でございます。町道新設改良８００万円の増額につきましては道

整備交付金事業に係るもの、それから町道改良工事請負費５００万円の減額は町単独道

路改良工事の精査による計上、それから支障物件等の補償費３１０万円の減額ですが、

町道作畑・新田線の支障電柱の移転が不要となったものでございます。

次のページをお願いをいたします。住宅管理費です。負担金、補助及び交付金８４６

万０００円の減額で、若者世帯向け家賃補助金３１４万０００円の減額、若者世帯

住宅取得支援補助金４４２万円の減額、若者世帯リフォーム支援補助金９０万０００

円の減額で、それぞれ決算見込みによるものでございます。

続いて、８款消防費でございます。

常備消防費でございます。中播消防署北部出張所建て替えに係るものでございますが、

造成工事及び建て替え工事の設計業務委託料が８００万円の減額、それから用地造成

工事費につきましては５００万円の減額計上となっております。なお、用地造成工事

につきましては、令和６年度から令和７年度の２年間、限度額５００万円の債務負担

行為の設定をしてございます。本年度の歳入歳出予算への計上額は、減額をしておりま

すので５００万円という計上になります。

続いて、災害対策費です。新しい地方経済・生活環境創生交付金を活用する防災行政

無線システムアプリ連携業務委託料でございます。８７９万０００円の計上でござ

います。

次のページをお願いをします。２８ページになります。９款教育費です。

小学校管理費でございます。学校施設等改修工事請負費５３０万円の減額でございま

す。長谷小学校長寿命化改良工事に係るものでございます。

次のページをお願いをいたします。幼稚園費です。幼稚園施設整備工事請負費は１億

２００万円の計上です。寺前幼稚園の長寿命化改良工事に係るものでございます。国

の補正予算の学校施設環境改善交付金及び付随します補正予算債を活用し、事業計上を
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しておるものでございます。

次のページをお願いをいたします。社会教育施設運営費でございます。児童センター

改修工事請負費につきましては５７３万０００円の減額です。

体育施設管理費の光熱費４０７万０００円の減額でございますが、町民温水プール

のガス代、電気代等の減額計上になります。修繕料の４９３万０００円の減額ですが、

これは町民体育館の修繕に係る経費を計上いたしてございます。

次のページをお願いをいたします。１０款公債費でございます。グリーンエコー笠形

償還金３５５万円、免除の減額によります財源振替をいたしてございます。

以上が歳入歳出予算の説明になります。

続いて、冒頭申し上げました３つの新規事業の概略につきまして御説明をさせていた

だきたいと思います。３５ページから３６ページのほうを御覧いただきたいと思います。

まず、１点目が地理情報システム整備事業でございます。補正額につきましては９

００万円。財源の内訳なんですが、９０７万０００円が国庫支出金になります。そ

れから一般財源につきましては９９２万０００円となってます。目的なんですが、

まず、この事業につきましては、ベースとなります地形図のベース化ですね。データ整

理等を図ってＧＩＳ化をするというものでございます。それにあわせて、災害情報等を

この中に載せまして、この部分について公開型という形で住民の皆様に災害情報等をお

知らせしていくというふうなことを考えてございます。特に今後なんですが、これら、

ほかのいろんな、上下水道の関係でありますとか、そういったいろいろなデータベース

を載せていきたいというふうには考えてございますが、少し、公開が条件となりますの

で、そういったところも整理しながら、今後進めていきたいというふうに思ってござい

ます。

事業の内容は３点ございまして、地形図のデータの更新、それから地理情報システム

の構築、そして、これが補助金の対象になる一番大事なところなんですが、公開型のＧ

ＩＳを構築していくということになってございます。財源につきましては、先ほど申し

上げました生活環境創生交付金です。この生活環境創生交付金につきましては、従前の、

デジタル田園都市国家構想交付金と言ってた交付金が、名称が変わったものでございま

す。

続いて、消防費関係で、防災行政無線システム機能強化事業でございます。補正額に

つきましては８７９万０００円。国庫支出金ですが、９３９万０００円。これも

生活環境創生交付金ということでございます。一般財源につきましては９３９万００

０円となってございます。これにつきましては、防災行政無線の弱電波、ノイズの影響

を緩和するということで、受信不良箇所の補完という形で、アプリを活用してそういっ

たところを補っていきたいということで事業化をしたというようなものでございます。

事業の内容としましては、アプリを導入し、受信の弱いところの地区にタブレットを導

入させていただいて活用して、そういった部分を補っていきたいというふうに計画をい
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たしてございます。

続いて、次のページなんですが、幼稚園施設整備事業でございます。補正額につきま

しては１億６７５万０００円。国庫負担金、これが学校施設環境改善交付金になり

ますが、４３７万０００円、そして地方債が７４０万円、これが補正予算債にな

ります。それから、その他で０００万円ということで計上しています。公共施設維持

管理基金の繰入れを予定をしてます。一般財源につきましては４９８万０００円とい

うことでございます。これは、寺前幼稚園の長寿命化の改良工事に係るものです。老朽

化等の対策というところで屋根、外壁の改修、ＬＥＤの照明、省エネ空調への更新、ト

イレ関係の洋式化など、幼児の施設の環境改善を図る予定をしております。

以上につきまして、３つの新規事業につきましての概略につきまして御説明をさせて

いただきました。

私のほうからの説明はこれで終わらせていただきたいと思います。

なお、３７ページ以降にそれぞれの事業の概要をつけてございますので、担当課のほ

うから少し御説明をさせていただきたいなと思いますので、よろしくお願いをいたしま

す。

そうしましたら、私の詳細説明につきましては、これで終わらせていただきます。よ

ろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 続いて、３７ページ以降の資料について説明を求めます。

まず１番目、地理情報システム整備事業について、藤原建設課長。

○建設課長（藤原 寿一君） 建設課、藤原でございます。

私のほうからは、１つ目の新規事業、地理情報システム整備事業について御説明した

いと思います。

初めに、このたび提案させていただきます地理情報システム整備事業につきましては、

国の地方創生⒉０の展開のために創設された新しい地方経済・生活環境創生交付金を活

用する事業でございまして、デジタル技術を活用した地方の活性化でありますとか、行

政サービスの効率化、高度化による地域の課題解決や魅力向上に向けた取組を支援する

事業ということでございます。

事業の目的としましては、道路や河川、防災、災害情報などの行政情報をウェブ上、

ホームページ上で幅広く発信することで、住民サービスの向上でありますとか防災意識

の高揚につなげていくほか、地形図をベースとした行政事務の一元化による事務の効率

化でありますとか利便性の向上を図ることを目的としております。

具体的には、３つの取組を予定しております。

１つ目です。町内全域の地形図データの更新でございます。既存の地形図データであ

りますけども、旧町合併前からほとんど地形図につきましては更新がされていないため、

現状の地形と整合性を欠く箇所が数多く見られるようになってきております。このため

新たに地形図データの更新を行いまして、このシステムの基盤地図として利用していき
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たいというふうに思っております。

地形図の更新に必要な航空写真ですけども、このたび新たに航空写真を撮影するので

はなくて、令和４年度に町が取得した航空写真でありますとか、令和２年度に県が整備

した山林部の航空データを活用しまして経費の節減を図っていきたいというふうに思っ

ております。

２つ目に、統合型ＧＩＳ、地理情報システムの構築でございます。統合型ＧＩＳは、

新たに更新する地形図に各課が持つ行政情報を連携させることによりまして一元的に管

理・運用していく地理情報システムのことでございます。このたびの整備におきまして

は、町道でありますとか河川、それから農道、林道、ため池などの台帳データとの連携、

それから防災・災害情報アプリとの連携、その他、県が公開しております土砂災害警戒

区域データなどとの連携を予定しております。

３つ目に、公開型ＧＩＳの構築でございます。公開型ＧＩＳとは、統合型ＧＩＳで連

携させたデータを外部に情報提供するシステムのことでございまして、これにより、事

業の目的であります行政情報をウェブ上で幅広く発信するということで、パソコンであ

りますとかタブレット、スマートフォンによりまして、いつでも、どこでも、誰でも情

報が取得できるようになるため、住民サービスの向上でありますとか防災意識の高揚に

つながっていくものと考えております。

このたびの地理情報システムの整備を機に、今後、多岐にわたる事務を一元化してい

くことで事務の効率化でありますとか高度化を図ることができ、また、その情報を公開

していくことで、役場に行かなくても知りたい情報を得ることができますので、住民な

どの利便性の向上にもつながると考えております。

以上、簡単ですけども、システムの説明とさせていただきます。

○議長（澤田 俊一君） それでは、次に、防災行政無線システム機能強化事業について、

井出住民生活課防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。そ

れでは３８ページ、防災行政無線アプリ連携事業についての御説明をさせていただきま

す。

御承知のように、これまでも戸別受信機につきましては、受信強度の問題や、屋内外

からのノイズにより放送が入らない、また入りにくいといった事象があり、特に大嶽山、

基地局からの距離がある越知谷地域では受信強度が低く、また電気柵や電線などからの

外部ノイズの影響を受けやすく、雑音による苦情も多くございます。

今回整備するシステムは、携帯電話事業者によるキャリア通信を利用するもので、ス

マートフォンやタブレットが使用できる環境であれば、専用のアプリケーションをダウ

ンロードすることで、町内、町外を問わず、どこにいても防災行政無線からの情報を聞

くことができます。

当システムの機能ですけれども、まず１つ目が、火災や避難情報などの緊急放送につ
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いては、強制的に最大音量で音声が流れます。２つ目は、携帯電話やＷｉ－Ｆｉなどの

インターネットがつながる場所、環境であれば、どこでも受信ができます。３つ目は、

画面の文字は大きくシンプルなものとして、高齢者の方でも分かりやすいデザインとい

たします。４つ目は、タブレットの配布です。受信強度が弱く、地区全体が無線の入り

にくい新田区と岩屋区を対象に、受信専用のタブレットを１００台購入して、無償貸与

により全戸配布を行い、通信料も含めて町で対応することといたします。なお、町内に

は新田・岩屋区以外でも無線の入りにくいエリアがございますので、追加購入により柔

軟に対応はしてまいります。

次に、アプリケーション機能及び画面表示についてですけれども、先般の民生福祉常

任委員会の後に業者との打合せを行いまして、説明した内容から変更がございますので

御説明いたします。

まず、無償配布する専用端末、タブレットですけれども、これは操作が不要で、自動

で音声が流れる設定となっており、また、緊急放送については、設定音量に関係なく大

音量で放送がされます。

次に、個人のスマートフォンやタブレットにアプリをダウンロードした場合ですが、

自動で音声が流れる自動放送の設定はできないということです。着信音、またマナーモ

ードの設定により、着信後に再生ボタンを押すことで放送を聞いていただくことになり

ます。ただし、緊急放送については、着信音、マナーモード、どちらに設定しても強制

的に、自動的に大音量で流れることになります。しかし、会議などで緊急放送の音も出

ないようにしたいという場合もございますので、設定を解除することで画面表示のみと

することもできます。

次に、放送を受信できる範囲ですけれども、お住まいの集落、隣保までの設定ができ

ることになりましたので、戸別受信機と同じ情報を受信することができます。例えば寺

前区の１組と設定した場合、町からの定時放送、そして各集落の区長さんが町全体に放

送されるお悔やみ放送などのほか、寺前区の区長さんがされる区内全域の放送、また寺

前区１組を対象とした隣保ごとの放送まで聞くことができます。

また、タブレットの画面表示ですけれども、着信日時と併せて、町からの放送につい

ては内容が分かる表題タイトルが表示され、集落からの放送は「○○区からのお知ら

せ」といったように、集落名が分かるようなタイトルが表示がされます。なお、このア

プリはあくまでも戸別受信機を補完するシステムとして位置づけておりますので、スマ

ートフォンやタブレットをお持ちの方には、ぜひこのアプリをダウンロードしていただ

き、戸別受信機と併用して御活用いただきたいと考えております。

以上で防災行政無線システムアプリ連携事業の御説明とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 次に、３点目、幼稚園施設整備事業について、児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課長、児島でございます。３９ペ

－６４－



ージ、寺前幼稚園長寿命化改良工事の概要についてを御覧ください。工事概要でござい

ます。

寺前幼稚園は平成７年に建築され、建築後、約３０年が経過し、経年劣化による老朽

化が進んでおります。今回の寺前幼稚園長寿命化改良工事は、空調設備の改修、ＬＥＤ

照明及びペアガラスへの改修、外壁及び屋根の更新、トイレの乾式化・洋式化及び遊戯

室・保育室の床の更新の改修工事を予定しております。この遊戯室・保育室の床の更新

につきましては補助対象外となっております。

工事中につきましては、園児や幼稚園教職員の安全確保及び工事による騒音などが発

生し、通常の園生活に支障を来すため、寺前小学校の空き教室を活用し、工事期間は幼

稚園として運営する予定でございます。

なお、工事期間につきましては、令和７年７月から１２月を考えております。

以上が、寺前幼稚園長寿命化改良工事の概要についての御説明をさせていただきまし

た。

○議長（澤田 俊一君） 以上で第２５号議案の提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２４ 第２６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２４、第２６号議案、令和６年度神河町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第５号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）でござい

まして、補正予算（第４号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでござ

います。

今年度の医療費の状況については、昨年度に引き続き、全体の医療費は低い水準で推

移していますが、１人当たりの医療費は依然高止まり傾向にあります。

歳入において、被保険者数の減少に伴い国保税が減収となり、今後もこの傾向は続く

見込みであり、当初より財政調整基金の繰入れを見込んで予算編成をしておりますが、

県からの特別交付金が、がん検診受診率の向上により増額される見込みとなり、財政調

整基金の繰入金を調整し、決算を見込む状況となりました。

補正の内容は、歳入では、国民健康保険税決算見込みによる減額、国庫支出金の補助

金の増額、県支出金確定見込みによる普通交付金の減額と特別交付金の増額、県からの

特別交付金の増額に伴う財政調整基金からの繰入金減額、以上が主なものでございます。

歳出では、決算見込みによる会計年度任用職員の勤務実態による人件費の減額、一般
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被保険者療養給付費と高額療養費の減額、国保税還付金の減額、また、不当利益及び第

三者求償に伴う県支出金返納金の増額でございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ０２８万０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億７１２万円とするもので

ございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２５ 第２７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２５、第２７号議案、令和６年度神河町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第５号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２７号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第５号）でござ

いまして、補正予算（第４号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の内容は、歳入では、保険料の決算見込みによる増額。歳出では、保険料の増額

に伴う後期高齢者医療広域連合納付金の増額でございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７９万円を増額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億９７３万０００円とするものでござい

ます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２６ 第２８号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２６、第２８号議案、令和６年度神河町介護保険事業特

別会計補正予算（第５号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）でございまし
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て、補正予算（第４号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございま

す。

補正要因としましては、歳入においては、介護保険料の決算見込みによる増額、調整

交付金の確定見込みによる減額、支払基金の交付金の減額、県負担金、一般会計繰入金、

介護保険給付費準備基金繰入金の決算見込みに伴う減額が主なものでございます。

歳出においては、令和６年度介護保険法の改正に伴うシステム改修作業の減額、決算

見込みによる介護サービス給付費等諸費の減額、決算見込みによる地域支援事業費の増

額が主なものでございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７７３万円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億８３４万０００円とするもので

ございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２７ 第２９号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２７、第２９号議案、令和６年度神河町産業廃棄物処理

事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第２号）でござ

いまして、補正予算（第１号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の内容は、歳入では、繰入金の決算見込みによる減額、消費税還付金の確定によ

る雑入の増額。歳出では、処分地整備工事の清算見込みにより工事請負費の減額でござ

います。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ０００万円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２６２万０００円とするものでござい

ます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第２８ 第３０号議案
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○議長（澤田 俊一君） 日程第２８、第３０号議案、令和６年度神河町寺前地区振興基

金特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第１号）でござい

ます。

補正の内容は、基金運用利息の増額に伴うもので、歳入では、振興基金繰入金の増額、

利子及び配当金の増額。歳出では、地区振興基金積立金の増額、集落運営諸経費助成金

の増額でございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９５万０００円とするものでございます。

なお、これらの内容につきましては、令和７年２月１０日開催の寺前地区振興基金審議

会において審議いただき、御承認いただいているものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

・ ・

日程第２９ 第３１号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２９、第３１号議案、令和６年度神河町長谷地区振興基

金特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第２号）でござい

ます。

補正の内容は、長谷ふれあいマーケット運営費の増額に伴うもので、歳入では、振興

基金繰入金の増額。歳出では、負担金、補助及び交付金（長谷ふれあいマーケット運営

費補助金の増額）でございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９９万０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３５万０００円とするものでござ

います。なお、これらの内容につきましては、令和７年２月１８日に長谷地区振興基金

審議会において審議いただき、御承認いただいたものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。
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・ ・

日程第３０ 第３２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３０、第３２号議案、令和６年度神河町水道事業会計補

正予算（第５号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第５号）でございまして 補正

予算（第４号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条の収益的支出で、６年度決算見込みに基づきます報酬の減

額と法定福利費の増額、収支均衡の原則により予備費を増額してございます。これらに

よる水道事業収益的収入及び支出の合計金額は変更ございません。

次に、予算第７条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費、職

員給与費を１万０００円減額し、８７３万０００円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。

・ ・

日程第３１ 第３３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３１、第３３号議案、令和６年度神河町下水道事業会計

補正予算（第５号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第５号）でございまして、補

正予算（第４号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条の収益的支出で、６年度決算見込みに基づきます報酬と法

定福利費の減額、収支均衡の原則により予備費を増額しております。これらによる下水

道事業収益的収入及び支出の合計金額は変更ございません。

次に、予算第７条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費、職

員給与費を４万０００円減額し、２０６万０００円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） 提案説明が終わりました。

質疑については、第３日目以降に行いますので、御了承願います。
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・ ・

○議長（澤田 俊一君） ここでお諮りします。日程の途中ですが、本日の会議はこれで

延会したいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。

本日はこれで延会とすることに決定しました。

次の本会議は、明日、２月２７日午前９時再開いたします。

本日はこれで延会します。お疲れさまでした。

午後２時３６分延会
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